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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信システムにアクセスするための技術を
提供する。
【解決手段】ユーザ装置（ＵＥ）はランダムアクセスプ
リアンブルにランダム識別子（ＩＤ）、チャネル品質指
標（ＣＱＩ）などを含めて送信する。ＵＥは、ランダム
ＩＤをランダムに選択し、あるいは、このランダムＩＤ
を割り当てられる。ＵＥは基地局からＵＥに関する制御
チャネルリソース（ＣＱＩリソースおよびＰＣリソース
）、アップリンクリソース、制御情報（タイミングアド
バンスおよびＰＣ補正）を含むランダムアクセス応答を
受信する。ランダムアクセス応答は、２つのメッセージ
を使用して、２つの部分で送信される。第１のメッセー
ジは、制御チャネル上で識別情報、他の情報を含むこと
ができる。第２のメッセージは、共有データチャネル上
で送信され、ランダムアクセス応答に関する残りの情報
を含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信し、前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答
を受信し、前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換するよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項２】
　前記割り当てられた制御チャネルリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でチャ
ネル品質指標（ＣＱＩ）を送信するために使用されるＣＱＩリソースと、前記ＵＥにダウ
ンリンク上で電力制御（ＰＣ）補正を送信するために使用されるＰＣリソースの少なくと
もいずれか１つを備える請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前
記ランダムアクセス応答に関する第１のメッセージを受信し、前記共有データチャネル上
で前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを受信するように構成され、前記
第１のメッセージは、前記ランダムアクセスプリアンブルに関する識別情報を備え、前記
第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備える請求
項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ランダム識別子（ＩＤ）、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）、およびアクセスタイプの少なくとも１つに基づいて、前記ランダムアクセスプリ
アンブルを決定するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で制御情報を受信
するように構成され、前記制御情報は、タイミングアドバンスとＰＣ（電力制御）補正の
少なくともいずれか１つを備える請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中でセル無線網一時
識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を受信するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに割り
当てられたアップリンクリソースを受信し、前記割り当てられたアップリンクリソースを
使用してデータを送信するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、利用可能なアクセスシーケンスのプールから前記
ランダムアクセスプリアンブルに関するアクセスシーケンスを選択し、前記ランダムアク
セスプリアンブルを伝えるために前記選択されたアクセスシーケンスを送信するように構
成される請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信すること、
　前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を受信
すること、および
　前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換すること、
　を備える無線通信のための方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースに関して、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）と電力制御（ＰＣ）リソースの少なくともいずれか１つを受信することをさらに備
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え、前記ＣＱＩリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でＣＱＩを送信するために
使用され、前記ＰＣリソースは、前記ＵＥにダウンリンク上でＰＣ補正を送信するために
使用される請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ランダムアクセス応答を前記受信することは、
　共有データチャネルに関する制御チャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信すること、前記第１のメッセージは前記ランダムアクセスプリアン
ブルに関する識別情報を備える、および
　前記共有データチャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信すること、前記第２のメッセージは前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソ
ースを備える、
　を備える請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信するための手段と、
　前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を受信
するための手段と、
　前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換するための手段と
、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項１３】
　前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースに関して、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）と電力制御（ＰＣ）リソースの少なくともいずれか１つを受信するための手段をさ
らに備え、前記ＣＱＩリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でＣＱＩを送信する
ために使用され、前記ＰＣリソースは、前記ＵＥにダウンリンク上でＰＣ補正を送信する
ために使用される請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ランダムアクセス応答を受信するための前記手段は、
　共有データチャネルに関する制御チャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信するための手段と、前記ランダムアクセスプリアンブルに関する識
別情報を備える、
　前記共有データチャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信するための手段と、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備える、
　を備える請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　マシンによって実行されると、
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信すること、
　前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を受信
すること、および
　前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換すること、を含む
動作を前記マシンに実行させる命令を備えるマシン可読媒体。
【請求項１６】
　マシンによって実行されると、
　前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースに関して、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）と電力制御（ＰＣ）リソースの少なくともいずれか１つを受信すること、前記ＣＱ
Ｉリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でＣＱＩを送信するのに使用される、前
記ＰＣリソースは、前記ＵＥにダウンリンク上でＰＣ補正を送信するのに使用される、を
さらに含む動作を前記マシンに実行させる請求項１５に記載のマシン可読媒体。
【請求項１７】
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　マシンによって実行されると、
　共有データチャネルに関する制御チャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信すること、前記第１のメッセージは前記ランダムアクセスプリアン
ブルに関する識別情報を備える、および
　前記共有データチャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信すること、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備える、をさらに
含む動作を前記マシンに実行させる請求項１５に記載のマシン可読媒体。
【請求項１８】
　システムアクセスのためにユーザ装置（ＵＥ）によって送信されたランダムアクセスプ
リアンブルを受信し、前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダム
アクセス応答を送信し、前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して、前記ＵＥ
と制御情報を交換するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項１９】
　前記割り当てられた制御チャネルリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でチャ
ネル品質指標（ＣＱＩ）を送信するのに使用されるＣＱＩリソースと、前記ＵＥにダウン
リンク上で電力制御（ＰＣ）補正を送信するのに使用されるＰＣリソースの少なくともい
ずれか１つを備える請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前
記ランダムアクセス応答に関する第１のメッセージを送信し、前記共有データチャネル上
で前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを送信するように構成され、前記
第１のメッセージは、前記ランダムアクセスプリアンブルに関する識別情報を備え、前記
第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備える請求
項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信し、基地局からランダムアクセス応答を受信するように構成され、前記ランダムアク
セスプリアンブルは識別情報を備え、前記ランダムアクセス応答は前記ランダムアクセス
プリアンブルに対して非同期であり、前記識別情報に基づいて前記ランダムアクセスプリ
アンブルをアドレス指定する、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセスプリアンブルが送信された
時点から、所定の時間窓内に前記ランダムアクセス応答を受信するように構成される請求
項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するためのランダム識別
子（ＩＤ）を選択し、前記ランダムＩＤに基づいて形成された一時ＩＤを備える前記ラン
ダムアクセス応答を受信するように構成される請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記一時ＩＤは、前記ランダムアクセスプリアンブルが送信された時点のシステム時間
にさらに基づいて形成される請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するためのランダム識別
子（ＩＤ）を選択し、前記ランダムＩＤおよびさらなる情報に基づいて、前記ランダムア
クセスプリアンブルを決定し、前記ランダムアクセスプリアンブルのランダムアクセスプ
リアンブル識別子を備える前記ランダムアクセス応答を受信するように構成される請求項
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２１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、複数の利用可能なランダムアクセスチャネルの中
から選択されたランダムアクセスチャネル上で前記ランダムアクセスプリアンブルを送信
し、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信し、前記共有データチャネル上で前記ランダムアクセス応答に関す
る第２のメッセージを受信するように構成され、前記第１のメッセージは、前記選択され
たランダムアクセスチャネルに関するランダムアクセスネットワーク一時識別子（ＲＡ－
ＲＮＴＩ）を備え、前記第２のメッセージは、前記識別情報を含むランダムアクセスプリ
アンブル識別子を備える請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するための割り当てられ
たランダム識別子（ＩＤ）を受信し、前記割り当てられたランダムＩＤを備える前記ラン
ダムアクセスプリアンブルを送信し、前記割り当てられたランダムＩＤに関連するセルア
クセス無線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記ランダムアクセス応答を受信する
ように構成され、前記割り当てられたランダムＩＤは、確保されたランダムＩＤのプール
から選択される請求項２１に記載の装置。
【請求項２８】
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのために、識別情報を備えるランダムアク
セスプリアンブルを送信すること、および、
　基地局からランダムアクセス応答を受信すること、前記ランダムアクセス応答は前記ラ
ンダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、前記識別情報に基づいてアドレス指
定する、
　を備えた無線通信のための方法。
【請求項２９】
　前記識別情報として使用するためのランダムＩＤ（識別子）を獲得することをさらに備
え、ここで前記ランダムアクセス応答は、前記ランダムＩＤに基づいて形成された一時Ｉ
Ｄを備える請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ランダムアクセスプリアンブルを前記送信することは、複数の利用可能なランダム
アクセスチャネルの中から選択されたランダムアクセスチャネル上で前記ランダムアクセ
スプリアンブルを送信することを備え、ここで前記ランダムアクセス応答を受信すること
は、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信すること、および前記共有データチャネル上で前記ランダムアクセ
ス応答に関する第２のメッセージを受信することを備え、前記第１のメッセージは、前記
選択されたランダムアクセスチャネルのランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮ
ＴＩ）を備え、前記第２のメッセージは、前記識別情報を含むランダムアクセスプリアン
ブル識別子を備える請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　システムアクセスのためにユーザ装置（ＵＥ）によって送信されたランダムアクセスプ
リアンブルを受信し、前記ＵＥにランダムアクセス応答を送信するように構成され、前記
ランダムアクセスプリアンブルは識別情報を備え、前記ランダムアクセス応答は前記ラン
ダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、前記識別情報に基づいて前記ランダム
アクセスプリアンブルにアドレス指定する、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用されるランダム識別子（
ＩＤ）を前記ランダムアクセスプリアンブルから受信し、前記ランダムＩＤに基づいて一
時ＩＤを決定し、前記一時ＩＤを備える前記ランダムアクセス応答を送信するように構成
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される請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、複数の利用可能なランダムアクセスチャネルの中
から選択されたランダムアクセスチャネル上で前記ランダムアクセスプリアンブルを受信
し、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを送信し、前記共有データチャネル上で前記ランダムアクセス応答に関す
る第２のメッセージを送信するように構成され、前記第１のメッセージは、前記選択され
たランダムアクセスチャネルのランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）を
備え、前記第２のメッセージは、前記識別情報を含むランダムアクセスプリアンブル識別
子を備える請求項３１に記載の装置。
【請求項３４】
　第１の基地局と通信し、前記第１の基地局から第２の基地局へのユーザ装置（ＵＥ）の
ハンドオーバのためにランダム識別子（ＩＤ）を受信し、前記第２の基地局にアクセスす
るように、前記ＵＥを識別するのに使用される前記ランダムＩＤを備えるランダムアクセ
スプリアンブルを送信するように構成され、前記ランダムＩＤは前記ＵＥを識別するのに
使用される、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局から前記ランダムＩＤを受信す
るように構成され、前記ランダムＩＤは確保されたランダムＩＤのプールから選択される
請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソース
と、前記ＵＥの送信タイミングを調整するタイミングアドバンスの少なくともいずれか１
つを備えるランダムアクセス応答を受信するように構成される請求項３４に記載の装置。
【請求項３７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥに割り当てられたセル無線網一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）でマスクされた巡回冗長検査（ＣＲＣ）を備えるランダムアクセス応答
を受信するように構成される請求項３４に記載の装置。
【請求項３８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答を受信した後、前記第
２の基地局とデータを交換するように構成される請求項３６に記載の装置。
【請求項３９】
　第１の基地局と通信すること、
　前記第１の基地局から第２の基地局へのＵＥ（ユーザ装置）のハンドオーバのためにラ
ンダムＩＤ（識別子）を受信すること、および
　前記第２の基地局にアクセスするように、前記ＵＥを識別するのに使用される前記ラン
ダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを送信すること、前記ランダムＩＤは前
記ＵＥを識別するために使用される、
　を備える無線通信のための方法。
【請求項４０】
　前記ランダムＩＤを前記受信することは、前記第１の基地局から、確保されたランダム
ＩＤのプールから選択された前記ランダムＩＤを受信することを備える請求項３９に記載
の方法。
【請求項４１】
　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥの送信タイミングを調整
するタイミングアドバンスの少なくともいずれか１つを備えるランダムアクセス応答を受
信することをさらに備える請求項３９に記載の方法。
【請求項４２】
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　第１の基地局から、前記第１の基地局から第２の基地局へのハンドオーバのためにユー
ザ装置（ＵＥ）に割り当てられたランダム識別子（ＩＤ）を受信し、前記ＵＥから、前記
ランダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを受信し、前記ランダムＩＤに基づ
いて、前記ランダムアクセスプリアンブルが前記ＵＥからであることを識別し、前記ＵＥ
にランダムアクセス応答を送信するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに関す
るアップリンクリソースとタイミングアドバンスの少なくともいずれかを１つ送信するよ
うに構成される請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局から、前記ＵＥのセル無線網一
時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を受信し、前記ランダムアクセス応答に関する巡回冗長検査（
ＣＲＣ）を生成し、前記Ｃ－ＲＮＴＩで前記ＣＲＣをマスクし、前記マスクされたＣＲＣ
を前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに送信するように構成される請求項４２に記
載の装置。
【請求項４５】
　基地局にアクセスするようにユーザ装置（ＵＥ）からランダムアクセスプリアンブルを
送信し、前記基地局からランダムアクセス応答を受信し、前記ＵＥの一意識別子（ＩＤ）
を備える第１のメッセージを前記基地局に送信し、前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにア
ドレス指定された第２のメッセージを前記基地局から受信するように構成された少なくと
も１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、国際移動体加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体
加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割
り当てられた登録区域ＩＤの少なくとも１つに基づいて、前記ＵＥの前記一意ＩＤを決定
するように構成される請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中でタイミングアド
バンスとアップリンクリソースの少なくともいずれか１つを受信し、前記第２のメッセー
ジの中でチャネル品質指標（ＣＱＩ）リソースと電力制御（ＰＣ）リソースの少なくとも
いずれか１つを受信するように構成される請求項４５に記載の装置。
【請求項４８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するこ
とに先立ってアイドル状態で動作し、前記アイドル状態から活性状態に遷移するように前
記ランダムアクセスプリアンブルを送信するように構成される請求項４５に記載の装置。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のメッセージを受信した後、前記基地局
と層３シグナリングを交換し、前記層３シグナリング交換を完了した後、前記基地局とデ
ータを交換するように構成される請求項４８に記載の装置。
【請求項５０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局へのハンドオーバを実行するように前
記ランダムアクセスプリアンブルを送信し、前記ＵＥの前記一意ＩＤとしてセル無線網一
時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記第１のメッセージを送信し、前記第２のメッセー
ジの中で前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを受信し、前記第２のメッセー
ジを受信した後、前記基地局とデータを交換するように構成される請求項４５に記載の装
置。
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【請求項５１】
　前記ランダムアクセスプリアンブルおよび前記ランダムアクセス応答は、混成自動再送
（ＨＡＲＱ）なしに送信され、ここで前記第１のメッセージ、および前記第２のメッセー
ジは、ＨＡＲＱを伴って送信される請求項４５に記載の装置。
【請求項５２】
　基地局にアクセスするようにユーザ装置（ＵＥ）からランダムアクセスプリアンブルを
送信すること、
　前記基地局からランダムアクセス応答を受信すること、
　前記基地局に、前記ＵＥの一意識別子（ＩＤ）を備える第１のメッセージを送信するこ
と、および
　前記基地局から、前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにアドレス指定された第２のメッセ
ージを受信することを備える無線通信のための方法。
【請求項５３】
　国際移動体加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網
一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割り当てられた登録区域ＩＤの少なくと
も１つに基づいて、前記ＵＥの前記一意ＩＤを決定することをさらに備える請求項５２に
記載の方法。
【請求項５４】
　前記ランダムアクセスプリアンブルは、前記基地局へのハンドオーバを実行するように
送信され、前記ＵＥの前記一意ＩＤは、前記ＵＥに割り当てられたセル無線網一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備え、前記方法は、
　前記第２のメッセージの中で、前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを受信
すること、および
　前記第２のメッセージを受信した後、前記基地局とデータを交換することをさらに備え
る請求項５２に記載の方法。
【請求項５５】
　基地局にアクセスするようにＵＥ（ユーザ装置）によって送信されたランダムアクセス
プリアンブルを受信し、前記ＵＥにランダムアクセス応答を送信し、前記ＵＥの一意識別
子（ＩＤ）を備える第１のメッセージを受信し、前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにアド
レス指定された第２のメッセージを送信するように構成された少なくとも１つのプロセッ
サと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
【請求項５６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥの前記一意ＩＤとして、国際移動体加入
者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網一時識別子（Ｃ－
ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割り当てられた登録区域ＩＤの少なくとも１つを受信する
ように構成される請求項５５に記載の装置。
【請求項５７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局へのハンドオーバのために前記ＵＥか
ら前記ランダムアクセスプリアンブルを受信し、前記ＵＥの前記一意ＩＤとして、セル無
線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記第１のメッセージを受信し、前記第２のメ
ッセージの中で、前記ＵＥに関して前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを送
信し、前記第２のメッセージを送信した後、前記ＵＥよデータを交換するように構成され
る請求項５５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、すべて本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に組み込まれている
、２００６年８月２１日に出願した「A METHOD AND APPARATUS FOR ACCESS PROCEDURE FO
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R ORTHOGONAL MULTIPLE ACCESS SYSTEMS」という名称の米国特許仮出願第６０／８３９，
２２０号、２００６年１０月３日に出願した「A METHOD AND APPARATUS FOR ACCESS PROC
EDURE」という名称の米国特許出願第６０／８２８，０５８号、および２００６年１０月
３１日に出願した「A METHOD AND APPARATUS FOR ACCESS PROCEDURE FOR ORTHOGONAL MUL
TIPLE ACCESS SYSTEMS」という名称の米国特許出願第６０／８６３，６１０号の優先権を
主張する。
【０００２】
　本発明は、一般に、通信に関し、より具体的には、無線通信システムにアクセスするた
めの技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロードキャ
ストなどの様々な通信コンテンツを提供するように広く展開されている。これらの無線シ
ステムは、利用可能なシステムリソースを共有することによって複数のユーザをサポート
することができる多元接続システムであることがある。そのような多元接続システムの例
には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時間分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム
、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）システム、お
よびシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムが含まれる。
【０００４】
　無線通信システムは、任意の数のユーザ装置（ＵＥ）に関する通信をサポートすること
ができる任意の数の基地局を含むことができる。各ＵＥは、ダウンリンク上の伝送、およ
びアップリンク上の伝送を介して１つまたは複数の基地局と通信することができる。ダウ
ンリンク（または順方向リンク）は、基地局からＵＥに至る通信リンクを指し、アップリ
ンク（または逆方向リンク）とは、ＵＥから基地局に至る通信リンクを指す。
【０００５】
　ＵＥは、ＵＥが、システムへのアクセスを得ることを所望するとき、アップリンク上で
アクセスプローブを送信することができる。基地局は、このアクセスプローブを受信する
ことができ、ＵＥに関して該当する情報を含むことが可能なアクセス許可で応答すること
ができる。アップリンクリソースは、アクセスプローブを送信するのに消費され、ダウン
リンクリソースは、アクセス許可を送信するのに消費される。したがって、当技術分野に
おいて、システム容量を向上させるために、可能な限り少ないオーバヘッドでシステムア
クセスをサポートする技術の必要性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　無線通信システムに効率的にアクセスするための技術が本明細書で説明される。一設計
では、ＵＥは、システムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブル（またはアクセ
スプローブ）を送信することができる。このランダムアクセスプリアンブルは、ランダム
識別子（ＩＤ）、ダウンリンクチャネル品質指標（ＣＱＩ）などを含むことができる。Ｕ
Ｅは、ランダムＩＤをランダムに選択することがあり、あるいは、例えば、ハンドオーバ
中に、ランダムＩＤを直接に、または間接的に（割り当てられたランダムアクセスプリア
ンブル／アクセスシーケンスで）割り当てられることがある。このランダムＩＤは、ラン
ダムアクセスプリアンブルに関する識別情報として使用されることがあり、基地局がその
ランダムアクセスプリアンブルに非同期で応答することを許可することがある。
【０００７】
　ＵＥは、基地局からランダムアクセス応答（またはアクセス許可）を受信することがで
きる。このランダムアクセス応答は、ＵＥに関する制御チャネルリソース、アップリンク
リソース、制御情報、割り当てられたＩＤなどを含むことができる。制御チャネルリソー
スは、ＵＥによってアップリンク上でＣＱＩを送信するのに使用されるＣＱＩリソース、
ＵＥにダウンリンク上で電力制御（ＰＣ）補正を送信するのに使用されるＰＣリソースな
どを含むことができる。制御情報は、ＵＥの送信タイミングを調整するのに使用されるタ
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イミングアドバンス（timing advance）、ＵＥの送信電力を調整するのに使用されるＰＣ
補正などが含むことができる。ランダムアクセス応答は、２つのメッセージを使用して、
２つの部分で送信されることがある。第１のメッセージは、共有データチャネル（例えば
、ＰＤＳＣＨ）に関する制御チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ）上で送信されることがある
。第２のメッセージは、共有データチャネル上で送信されることがある。第１のメッセー
ジは、ランダムアクセスプリアンブルに関する識別情報、またはランダムアクセスプリア
ンブルを送信するのに使用されるランダムアクセスチャネル、共有データチャネルに関す
るダウンリンクリソース、および、場合により、他の情報を含むことができる。第２のメ
ッセージは、ランダムアクセス応答に関する残りの情報を含むことができる。ＵＥは、割
り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換することができ、割り当て
られたアップリンクリソースを使用してデータを送信することができる。
【０００８】
　本開示の様々な態様および特徴がさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、無線多元接続通信システムを示す。
【図２】図２は、基地局およびＵＥのブロック図を示す。
【図３】図３は、ランダムアクセス手順に関するメッセージフローを示す。
【図４】図４は、ランダムアクセス手順に関するメッセージフローを示す。
【図５】図５は、ランダムアクセス手順に関するメッセージフローを示す。
【図６】図６は、ランダムアクセス手順に関するメッセージフローを示す。
【図７】図７は、ランダムアクセス手順に関するメッセージフローを示す。
【図８】図８は、ランダムアクセス手順に関するメッセージフローを示す。
【図９】図９は、ランダムアクセス手順に関するメッセージフローを示す。
【図１０】図１０は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１１】図１１は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１２】図１２は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１３】図１３は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１４】図１４は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１５】図１５は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１６】図１６は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１７】図１７は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１８】図１８は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図１９】図１９は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図２０】図２０は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図２１】図２１は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図２２】図２２は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。



(11) JP 2012-257258 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

【図２３】図２３は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図２４】図２４は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【図２５】図２５は、ＵＥによるシステムアクセスのためのＵＥおよび基地局に関するプ
ロセスおよび装置を示す。
【詳細な説明】
【００１０】
　本明細書で説明される技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ、およびその他のシステムなどの様々な無線通信システムのために使用されること
がある。「システム」という用語と、「ネットワーク」という用語は、しばしば、互換的
に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサル地上無線アクセス（Universal Terres
trial Radio Access）（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実施することが
できる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）および低チップレート（Low Chip
 Rate）（ＬＣＲ）を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００標準、ＩＳ－９５標準
、およびＩＳ－８５６標準を範囲に含む。ＴＤＭＡシステムは、グローバル移動通信シス
テム（Global System for Mobile Communications）（ＧＳＭ（登録商標））などの無線
技術を実施することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、Ｅ－ＵＴＲＡ（Evolved UTRA）、
ウルトラモバイルブロードバンド（Ultra Mobile Broadband）（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０
２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０
、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実施することができる。ＵＴＲＡ
、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、ユニバーサル移動通信システム（Universal Mobile T
elecommunications System）（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　ロングタームエボリ
ューション（Long Term Evolution）（ＬＴＥ）は、ダウンリンク上でＯＦＤＭＡを使用
し、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを使用する、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの来
るべきリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、およびＬＴＥは、
「３ＧＰＰ」（3rd Generation Partnership Project）という名称の団体からの文書にお
いて説明される。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「３ＧＰＰ２」（3rd Generation P
artnership Project 2）という名称の団体からの文書において説明される。これらの様々
な無線技術および無線標準は、当技術分野において知られている。簡明のため、これらの
技術のいくつかの態様が、ＬＴＥにおけるシステムアクセスに関して後段で説明され、Ｌ
ＴＥ用語が、後段の説明の大部分において使用される。
【００１１】
　図１は、一設計による無線多元接続通信システムを示す。簡明にするため、図１は、２
つだけのｅＮＢ（evolved NodeB）１００および１０２を示す。ｅＮＢ１００は、複数の
アンテナグループを含み、１つのグループがアンテナ１０４および１０６を含み、別のグ
ループがアンテナ１０８およびアンテナ１１０を含み、さらなるグループがアンテナ１１
２および１１４を含む。図１では、各アンテナグループに関して２つだけのアンテナが示
される。しかし、より多くのアンテナ、またはより少ないアンテナが、各アンテナグルー
プに関して利用されることもある。一般に、ｅＮＢは、ＵＥと通信するために使用される
固定局であることがあり、ノードＢ、基地局、アクセスポイントなどと呼ばれることもあ
る。
【００１２】
　ＵＥ１１６は、アンテナ１１２および１１４と通信しており、ここでアンテナ１１２お
よび１１４は、ダウンリンク１２０を介してＵＥ１１６に情報を送信し、アップリンク１
１８を介してＵＥ１１６から情報を受信する。ＵＥ１２２は、アンテナ１０６および１０
８と通信しており、ここでアンテナ１０６および１０８は、ダウンリンク１２６を介して
ＵＥ１２２に情報を送信し、アップリンク１２４を介してＵＥ１２２から情報を受信する
。一般に、ＵＥは、固定型であっても、移動型であってもよく、移動局、端末装置、アク
セス端末装置、加入者装置、局などとも呼ばれることもある。ＵＥは、セルラー電話機、
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パーソナルディジタルアシスタント（ＰＤＡ）、無線通信デバイス、ハンドヘルドデバイ
ス、無線モデム、ラップトップコンピュータなどであることがある。周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ）システムにおいて、通信リンク１１８、１２０、１２４、および１２６は、通信の
ために異なる周波数を使用することができる。例えば、ダウンリンク１２０および１２６
は、１つの周波数を使用することができ、アップリンク１１８および１２４は、別の周波
数を使用することができる。
【００１３】
　ｅＮＢ１００の全体的なカバレッジ区域は、複数の（例えば、３つの）より小さい区域
に区分化されることがある。これらのより小さい区域は、ｅＮＢ１００の異なるアンテナ
グループによるサービスを受けることがある。３ＧＰＰにおいて、「セル」という用語は
、ｅＮＢの最小のカバレッジ区域、および／または、このカバレッジ区域にサービスを提
供するｅＮＢサブシステムを指すことが可能である。他のシステムにおいて、「セクタ」
という用語は、最小のカバレッジ区域、および／または、このカバレッジ区域にサービス
を提供するサブシステムを指すことが可能である。簡明にするため、セルという３ＧＰＰ
概念が後段の説明において使用される。一設計では、ｅＮＢ１００の３つのアンテナグル
ープは、ｅＮＢ１００の３つのセルにおけるＵＥに関する通信をサポートする。
【００１４】
　図２は、ｅＮＢ１００およびＵＥ１１６の設計のブロック図を示す。この設計では、ｅ
ＮＢ１００は、Ｔ個のアンテナ２２４ａないし２２４ｔを備え、ＵＥ１１６は、Ｒ個のア
ンテナ２５２ａないし２５２ｒを備え、ここで、一般に、Ｔ≧１かつＲ≧１である。
【００１５】
　ｅＮＢ１００において、ＴＸ（送信）データプロセッサ２１４は、データソース２１２
から１つまたは複数のＵＥに関するトラヒックデータを受信することが可能である。ＴＸ
データプロセッサ２１４は、ＵＥが符号化されたデータを得るために選択された１つまた
は複数の符号化スキームに基づいて処理（例えば、フォーマットして、符号化して、さら
にインターリーブ）することできる。次に、ＴＸデータプロセッサ２１４は、ＵＥが変調
シンボルを得るために選択された１つまたは複数の変調スキーム（例えば、ＢＰＳＫ、Ｑ
ＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて各ＵＥに関する符号化データを変調
することができる。
【００１６】
　ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、任意の多重化スキームを使用して、すべてのＵＥ
に関する変調シンボルを、パイロットシンボルで多重化することができる。パイロットは
、通常、知られている仕方で処理された知られているデータであり、チャネル推定目的、
およびその他の目的で受信機によって使用されることがある。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
２２０は、これらの多重化された変調シンボルとパイロットシンボルを処理（例えば、プ
リコーディング（precode））し、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の送信機（ＴＭ
ＴＲ）、２２２ａないし２２２ｔに提供する。いくつかの設計では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロ
セッサ２２０は、ビーム形成加重を変調シンボルに適用して、これらのシンボルを空間的
に方向付けることができる。各送信機２２２は、例えば、直交周波数分割多重化（ＯＦＤ
Ｍ）に関して、それぞれの出力シンボルストリームを処理して、出力チップストリームを
得ることができる。各送信機２２２は、ダウンリンク信号を得るために、この出力チップ
ストリームをさらに処理（例えば、アナログに変換、増幅、フィルタリング、さらにアッ
プコンバート）することができる。送信機２２２ａないし２２２ｔからのＴ個のダウンリ
ンク信号は、それぞれ、Ｔ個のアンテナ、２２４ａないし２２４ｔを介して送信されるこ
とが可能である。
【００１７】
　ＵＥ１１６において、アンテナ２５２ａないし２５２ｒは、ｅＮＢ１００からダウンリ
ンク信号を受信することができ、受信された信号を、それぞれ、受信機（ＲＣＶＲ）２５
４ａないし２５４ｒに供給することができる。各受信機２５４は、サンプルを得るために
、受信されたそれぞれの信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート
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（例えば、ＯＦＤＭに関して）さらに処理することができる。ＭＩＭＯ検出器２６０は、
ｅＮＢ１００によって送信された変調シンボルの推定である検出されたシンボルを得るた
めに、
ＭＩＭＯ受信機処理技術に基づいて、Ｒ個すべての受信機２５４ａないし２５４ｒから受
信されたシンボル受け取り、処理することができる。次に、受信（ＲＸ）データプロセッ
サ２６２は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調、逆インターリーブ、さらに復号
）することができ、ＵＥ１１６に関する復号されたデータをデータシンク２６４に供給す
ることができる。一般に、ＭＩＭＯ検出器２６０およびＲＸデータプロセッサ２６２によ
る処理は、ｅＮＢ１００におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０およびＴＸデータプロ
セッサ２１４による処理と相補的である。
【００１８】
　アップリンク上で、ＵＥ１１６において、データソース２７６からのトラヒックデータ
、およびシグナリングメッセージは、ＴＸデータプロセッサ２７８によって処理され、変
調器２８０によってさらに処理され、送信機２５４ａないし２５４ｒによって調整され、
ｅＮＢ１００に送信されることがある。ｅＮＢ１００において、ＵＥ１１６からのアップ
リンク信号は、ＵＥ１１６によって送信されたトラヒックデータおよびメッセージが得る
ために、アンテナ２２４によって受信され、受信機２２２によって調整され、復調器２４
０によって復調され、ＲＸデータプロセッサ２４２によって処理されることがある。
【００１９】
　コントローラ／プロセッサ２３０および２７０は、ｅＮＢ１００およびＵＥ１１６にお
ける動作を、それぞれ誘導することができる。メモリ２３２および２７２は、ｅＮＢ１０
０およびＵＥ１１６に関するデータおよびプログラムコードを、それぞれ記憶することが
できる。スケジューラ２３４は、ダウンリンク伝送および／またはアップリンク伝送に関
してＵＥをスケジュールすることができ、スケジュールされたＵＥにリソースの割り当て
を提供することができる。
【００２０】
　システムは、ダウンリンクのための１つのトランスポートチャネルセット、およびアッ
プリンクのための別のトランスポートチャネルセットをサポートすることができる。これ
らのトランスポートチャネルは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層、およびより上位の層に
情報転送サービスを提供するのに使用されることがある。これらのトランスポートチャネ
ルは、どのように、どのような特性を有して、情報が無線リンクを介して送信されるかに
よって説明されることが可能である。これらのトランスポートチャネルは、変調および符
号化、リソースブロックへのデータのマッピングなどの様々な属性によって規定されるこ
とができる物理チャネルにマップされることがある。テーブル１は、一設計による、ＬＴ
Ｅにおけるダウンリンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ）のために使用される、いく
つかの物理チャネルをリストアップする。
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【表１】

【００２１】
　また、その他の物理チャネルは、ページング、マルチキャストなどのために使用される
こともある。また、これらの物理チャネルは、他の名前で呼ばれることもある。例えば、
ＰＤＣＣＨは、共有ダウンリンク制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）、層１／層２（Ｌ１／Ｌ２
）制御などと呼ばれることもある。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンクＰＤＳＣＨ（ＤＬ－ＰＤ
ＳＣＨ）と呼ばれることもある。ＰＵＳＣＨは、アップリンクＰＤＳＣＨ（ＵＬ－ＰＤＳ
ＣＨ）と呼ばれることもある。
【００２２】
　これらのトランスポートチャネルには、ＵＥにデータを送信するのに使用されるダウン
リンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）、ＵＥによってデータを送信するのに使用されるア
ップリンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）、システムにアクセスするのに使用されるラン
ダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）などを含むことができる。ＤＬ－ＳＣＨは、ＰＤＳＣ
Ｈにマッピングされることがあり、ダウンリンク共有データチャネル（ＤＬ－ＳＤＣＨ）
と呼ばれることもある。ＵＬ－ＳＣＨは、ＰＵＳＣＨにマッピングされることがあり、ア
ップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ）と呼ばれることもある。ＲＡＣＨは、
ＰＲＡＣＨにマッピングされることがある。
【００２３】
　ＵＥは、ＵＥがシステムにアクセスすることを所望する場合にはいつでも、例えば、Ｕ
Ｅが送信すべきデータを有する場合、またはＵＥがシステムによるページングを受けてい
る場合、アップリンク上でランダムアクセスプリアンブルを送信することができる。ラン
ダムアクセスプリアンブルは、アクセス署名、アクセスプローブ、ランダムアクセスプロ
ーブ、署名シーケンス、ＲＡＣＨ署名シーケンスなどと呼ばれることもある。ランダムア
クセスプリアンブルは、後段で説明されるとおり、様々なタイプの情報を含むことがあり
、様々な仕方で送信されることがある。ｅＮＢは、ランダムアクセスプリアンブルを受信
することができ、ＵＥにランダムアクセス応答を送信することによって応答することがで
きる。ランダムアクセス応答は、アクセス許可（ＡＧＣＨ）、アクセス応答などと呼ばれ
ることもある。ランダムアクセス応答は、後段で説明されるとおり、様々なタイプの情報
を含むことがあり、様々な仕方で送信されることがある。ＵＥおよびノードＢは、無線接
続をセットアップするシグナリングをさらに交換することができ、その後、データを交換
することができる。



(15) JP 2012-257258 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

【００２４】
　ＵＥとｅＮＢとの間の通信を迅速化するため、割り当てられたリソース、および制御情
報をランダムアクセス応答の中で提供することが有益であることがある。しかし、多数の
ビットは、リソース割当ておよび制御情報を伝送するのに使用されることがある。ある態
様では、ランダムアクセス応答は、後段で説明されるとおり、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤ
ＳＣＨ上で効率的に送信されることが可能な複数の部分に区分化されることがある。別の
態様では、ｅＮＢは、後段で説明されるとおり、ランダムアクセスプリアンブルに非同期
で応答することができ、様々な機構を使用してこのランダムアクセスプリアンブルを識別
することができる。
【００２５】
　図３は、ランダムアクセス手順３００の設計に関するメッセージフローを示す。この設
計では、ＵＥは、例えば、ＵＥ送信バッファに着信するデータに応答して、ランダムアク
セスプリアンブルを送信することによって、システムにアクセスすることができる（ステ
ップＡ１）。このランダムアクセスプリアンブルは、Ｌビットを含むことができ、ここで
、Ｌは、任意の整数値であることがある。あるアクセスシーケンスは、２Ｌ個の利用可能
なアクセスシーケンスのプールから選択されることがあり、ランダムアクセスプリアンブ
ルのために送信されることがある。一設計では、ランダムアクセスプリアンブルは、Ｌ＝
６ビットを含むことがあり、１つのアクセスシーケンスは、６４個のアクセスシーケンス
から選択されることがある。これらのアクセスシーケンスは、任意の長さであることがあ
り、良好な検出特性を有するように設計されることがある。
【００２６】
　一設計では、ランダムアクセスプリアンブルは、（ｉ）ＵＥによって擬似ランダムに選
択されることができるランダムＩＤと、（ｉｉ）ＵＥによって測定されたダウンリンクチ
ャネル品質を示すダウンリンクＣＱＩとを含むことがある。このランダムＩＤは、ＵＥか
らのランダムアクセスプリアンブルを識別するのに使用されることがある。このダウンリ
ンクＣＱＩは、後続のダウンリンク伝送をＵＥに送信するのに、さらに／またはアップリ
ンクリソースをＵＥに割り当てるのに使用されることがある。一設計では、６ビットのラ
ンダムアクセスプリアンブルは、４ビットのランダムＩＤと、２ビットのＣＱＩとを含む
ことができる。別の設計では、６ビットのランダムアクセスプリアンブルは、５ビットの
ランダムＩＤと、１ビットのＣＱＩとを含むことができる。また、ランダムアクセスプリ
アンブルは、異なる情報、および／またはさらなる情報を含むことができ、各タイプの情
報は、任意の数のビットを含むことができる。
【００２７】
　ＵＥは、システムアクセス中にＵＥの一時ＩＤとして使用されることがある暗示的無線
網一時識別子（Ｉ－ＲＮＴＩ）を決定することができる。ＵＥは、セルＲＮＴＩ（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）などの、より永続的なＩＤがＵＥに割り当てられるまで、Ｉ－ＲＮＴＩによって
識別されることがある。一設計では、Ｉ－ＲＮＴＩは、以下を含むことが可能である。
【００２８】
・システム時間（８ビット）－ＵＥによってアクセスシーケンスが送信される時刻、およ
び、
・ＲＡプリアンブル識別子（６ビット）－ＵＥによって送信されるアクセスシーケンスの
インデックス。
【００２９】
　ＲＡプリアンブル識別子は、ＵＥによって送信されているランダムアクセスプリアンブ
ルに関するＬビット値であることがある。ＲＡプリアンブル識別子は、ランダムアクセス
プリアンブル識別子、アクセス署名インデックスなどと呼ばれることもある。
【００３０】
　Ｉ－ＲＮＴＩは、固定長（例えば、１６ビット）であることがあり、この固定長を実現
するように十分な数の０（例えば、２つの０）で埋められることがある。ＵＥは、各フレ
ームの中に存在するアクセススロットの中でアクセスシーケンスを送信することができる
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。次に、システム時間が、フレーム単位で与えられることがある。８ビットのシステム時
間は、２５６フレームにわたって一義的（unambiguous）であることがある。フレームが
１０ｍｓ（ミリ秒）の持続時間を有する場合、このときＩ－ＲＮＴＩは、８ビットのシス
テム時間で２５６０ｍｓにわたって有効であることがある。別の設計では、Ｉ－ＲＮＴＩ
は、４ビットのシステム時間、６ビットのＲＡプリアンブル識別子、およびパディングビ
ット（必要とされる場合）から構成される。この設計では、Ｉ－ＲＮＴＩは、１６０ｍｓ
にわたって有効であることがある。さらに別の設計では、ある周波数スロットは、ＲＡプ
リアンブル識別子またはシステム時間のために使用されることがある。一般に、Ｉ－ＲＮ
ＴＩは、（ｉ）ＵＥまたはランダムアクセスプリアンブルが個々にアドレス指定されるこ
とを許し、さらに（ｉｉ）同一のＩ－ＲＮＴＩを使用する別のＵＥと衝突する可能性を低
減することができる任意の情報を使用して形成されることがある。Ｉ－ＲＮＴＩの寿命は
、ランダムアクセスプリアンブルに対する非同期応答に関する、予期される最大応答時間
に基づいて選択されることがある。
【００３１】
　あるｅＮＢは、ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを受信することができ、ＵＥに
ランダムアクセス応答を送信することによって応答することができる。ｅＮＢは、ＵＥと
同一の仕方でＵＥのＩ－ＲＮＴＩを決定することができる。Ｉ－ＲＮＴＩは、ある特定の
時間窓または寿命（例えば、８ビットのシステム時間で２５６０ｍｓ）にわたって有効で
あるので、ｅＮＢは、この時間窓内にいつでも応答することができる。しかし、ｅＮＢは
、複雑度を軽減し、システムアクセス応答時間を向上させるために、はるかに短い間隔内
（例えば、４０ないし８０ｍｓ内）に、通常、応答することができる。このため、Ｉ－Ｒ
ＮＴＩは、ｅＮＢがＵＥをアドレス指定し、ＵＥからのランダムアクセスプリアンブルに
非同期で応答することができるようにすることがある。
【００３２】
　ｅＮＢは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥにランダムアクセス応答を送信す
ることができる（ステップＡ２およびＡ３）。一設計では、ＰＤＣＣＨは、以下を含むメ
ッセージを伝送することが可能である。
【００３３】
・Ｉ－ＲＮＴＩ－ＵＥを、ｅＮＢによって送信されるアクセス許可の受信者として識別す
る、
・タイミングアドバンス－ＵＥの送信タイミングの調整を示す、
・ＵＬリソース－アップリンク伝送のためにＵＥに与えられるリソースを示す、および、
・ＤＬリソース－ランダムアクセス応答の中で残りの情報をＵＥに送信するのに使用され
るＰＤＳＣＨリソースを示す。
【００３４】
　タイミングアドバンスは、タイミング整列情報、タイミング調整、タイミング補正など
とも呼ばれることがある。ｅＮＢは、ｅＮＢにおいて受信されるランダムアクセスプリア
ンブルのタイミングを決定することができる。ｅＮＢは、ＵＥからの後続のアップリンク
伝送がｅＮＢにおいて適切に時間整列されるように、タイミングアドバンスを生成するこ
とができる。
【００３５】
　ＵＬリソースおよびＤＬリソースは、様々な仕方で伝えられることが可能である。一設
計では、所与のリンクに関する利用可能なリソースは、リソースブロックに分割されるこ
とがあり、許可されたリソースは、リソースブロックインデックスによって伝えられるこ
とがある。別の設計では、許可リソースは、許可されたリソースのサイズおよび時間－周
波数ロケーションによって伝えられることがある。また、アクセス許可は、許可されたリ
ソースのために使用されるべき変調および符号化を伝えることもできる。代替として、変
調および符号化は、固定である／事前定義されていることがあり、あるいはブロードキャ
ストチャネル上で公示されることがある。一般に、ＰＤＣＣＨは、ＵＥによって、ＵＬリ
ソース上で送信するのに使用される任意の情報、およびＵＥによって、ＰＤＳＣＨ上でＵ
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Ｅに送信された伝送を受信するのに使用される任意の情報を伝えることが可能である。
【００３６】
　Ｉ－ＲＮＴＩは、指定されたフィールドの中で明示的に送信されることがある。代替と
して、Ｉ－ＲＮＴＩは、暗黙に送信されることがあり、他の情報が埋め込まれることもあ
り、これはＰＤＣＣＨ上で送信されるべき情報の量を減らす。例えば、巡回冗長検査（Ｃ
ＲＣ）は、ＰＤＣＣＨ上で送信されるすべての情報（Ｉ－ＲＮＴＩを除いて）に基づいて
生成されることがある。ＣＲＣは、Ｉ－ＲＮＴＩと排他的論理和演算される（ＸＯＲ演算
される）されることがあり、ＸＯＲ演算されたＣＲＣが、ＰＤＣＣＨ上で送信されること
がある。受信者ＵＥは、正しいＩ－ＲＮＴＩを適用することによってＣＲＣを回復するこ
とができる一方で、その他のＵＥは、誤ったＩ－ＲＮＴＩを適用することによって誤った
ＣＲＣを生成する。
【００３７】
　一設計では、ＰＤＳＣＨは、以下を含むメッセージを伝送することができる。
【００３８】
・Ｃ－ＲＮＴＩ－ＵＥにＣ－ＲＮＴＩが割り当てられる場合、ｅＮＢによって含められる
、
・ＣＱＩリソース－ＣＱＩを送信するのにＵＥに与えられるＵＬリソースを示す、
・ＰＣリソース－ＵＥにＰＣ補正を送信するのに使用されるＤＬリソースを示す、および
、
・ＰＣ補正－ＵＥの送信電力の調整を示す。
【００３９】
　Ｃ－ＲＮＴＩは、通信セッションに関してＵＥを識別するのに使用されることがある。
また、ＭＡＣ　ＩＤ、または他の何らかのタイプのＩＤは、Ｃ－ＲＮＴＩの代わりに、Ｕ
Ｅを識別するのに使用されることもある。Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセス応答が利用
可能である場合、ランダムアクセス応答の一部としてＰＤＳＣＨ上で送信されることがあ
り、あるいはＩ－ＲＮＴＩの寿命内の任意の時点で送信されることがある。Ｉ－ＲＮＴＩ
は、Ｃ－ＲＮＴＩが割り当てられるまで、ＵＥを識別するのに使用されることがある。Ｃ
ＱＩリソースおよびＰＣリソースは、様々な仕方で伝えられることがある。一設計では、
ＣＱＩリソースまたはＰＣリソースは、リソースブロックインデックス、許可されたリソ
ースのサイズおよび時間－周波数ロケーション、許可されたリソースの周波数などによっ
て伝えられることがある。一設計では、ＰＣ補正は、（ｉ）所定のアップステップサイズ
だけＵＥの送信電力を増加するアップコマンド、または（ｉｉ）所定のダウンステップサ
イズだけＵＥの送信電力を低下させるダウンコマンドのいずれかであることがある。別の
設計では、ＰＣ補正は、送信電力の増加の量、または減少の量を示すことができる。
【００４０】
　ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で送信されるメッセージは、異なる情報、および／
または他の情報を伝送することも可能である。ｅＮＢは、例えば、十分に低い符号レート
および変調次数、ならびに十分に高い送信電力を使用することによって、ＰＤＣＣＨがｅ
ＮＢのカバレッジ内ですべてのＵＥによって確実に受信されることが可能になるようにブ
ロードキャストの仕方でＰＤＣＣＨを送信するこができる。ｅＮＢは、ブロードキャスト
の仕方で、ＰＤＳＣＨ上でＵＥに関するメッセージを送信することができる。代替として
、ｅＮＢは、ランダムアクセスプリアンブルの中でＵＥから受信されたＣＱＩに基づいて
選択されたＭＣＳ（変調－符号化スキーム）を使用して、このメッセージを送信してもよ
い。このことにより、ＰＤＳＣＨに関する利用可能なリソースの、より効率的な使用がも
たらすことができる。
【００４１】
　ＵＥは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥに送信されたメッセージを受信して
、復号することができる。これら２つのメッセージを復号した後、ＵＥには、十分なリソ
ースが構成されており、ＵＥは、ｅＮＢと層３シグナリングおよび／またはデータを交換
することができる（ステップＡ４）。ＵＥは、メッセージの受信の成功を示すために、（
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オン－オフキーイングＯＯＫ）を使用して、ｅＮＢに肯定応答（ＡＣＫ）を送信すること
ができる。ＯＯＫに関して、ＡＣＫは、１（つまり、「オン」）として送信されることが
あり、ＮＡＫ（否定応答）は、０（つまり、「オフ」）として送信されることがある。ｅ
ＮＢがＵＥからのランダムアクセスプリアンブルに非同期で応答する場合、ＯＯＫの使用
は、ＵＥが、ＡＣＫに関してだけ、アップリンク上で送信し、ＮＡＫに関しては、アップ
リンク上で送信しないことをもたらす。同期を実現した後、ＵＥは、他の変調技術、例え
ば、３状態変調を使用して、ＡＣＫ／ＮＡＫを送信することができる。
【００４２】
　複数のＵＥは、同一のランダムＩＤを選択することがあり、さらに、同一のフレーム内
でランダムアクセスプリアンブルを送信することもある。そのような衝突が生じると、ア
クセス競合を解決する機構が、ステップＡ４におけるシグナリング交換において実施され
ることがある。
【００４３】
　ＵＥは、ＲＲＣ＿ＮＵＬＬ状態、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態、およびＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣ
ＴＥＤ状態にそれぞれ関連することが可能な、ＬＴＥ　Ｄｅｔａｃｈｅｄ状態、ＬＴＥ　
Ｉｄｌｅ状態、およびＬＴＥ　Ａｃｔｉｖｅ状態などの、いくつかの状態の１つで動作す
ることができる。無線リソース制御（ＲＲＣ）は、呼の確立、維持、および終了のために
様々な機能を実行することができる。ＬＴＥ　Ｄｅｔａｃｈｅｄ状態では、ＵＥは、シス
テムにアクセスしておらず、システムによって知られていない。ＵＥは、ＬＴＥ　Ｄｅｔ
ａｃｈｅｄ状態で起動することができ、ＲＲＣ＿ＮＵＬＬ状態で動作することができる。
ＵＥは、システムにアクセスし、登録を実行すると、ＬＴＥ　Ｉｄｌｅ状態またはＬＴＥ
　Ａｃｔｉｖｅ状態に遷移することができる。ＬＴＥ　Ｉｄｌｅ状態において、ＵＥは、
登録を実行していることがあるが、ダウンリンク上、またはアップリンク上で交換すべき
データを全く有さないことがある。このため、ＵＥは、アイドルでることがあり、ＲＲＣ
＿ＩＤＬＥ状態で動作することがある。ＬＴＥ　Ｉｄｌｅ状態において、ＵＥおよびシス
テムは、ＵＥがＬＴＥ　Ａｃｔｉｖｅ状態に迅速に遷移させるように該当するコンテキス
ト情報を有することができる。ＵＥは、送信されるべき、または受信されるべきデータが
存在する場合、ＬＴＥ　Ａｃｔｉｖｅ状態に遷移することができる。ＬＴＥ　Ａｃｔｉｖ
ｅ状態において、ＵＥは、ダウンリンク上、および／またはアップリンク上でシステムと
アクティブに通信することができ、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態で動作することが可
能できる。
【００４４】
　図４は、ランダムアクセス手順４００の設計に関するメッセージフローを示す。ＵＥは
、ランダムＩＤ、ダウンリンクＣＱＩ、およびアクセスタイプを含むことが可能なランダ
ムアクセスプリアンブルを送信することによって、システムにアクセスすることができる
（ステップＢ１）。アクセスタイプは、ＵＥが、ＲＲＣ＿ＮＵＬＬ状態からシステムにア
クセスしているか、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態からシステムにアクセスしているか、またはＲ
ＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態からシステムにアクセスしているかを示すことができる。
ＵＥは、ＲＲＣ＿ＮＵＬＬ状態またはＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態からシステムにアクセスして
いるとき、認証手順を経ることができ、このため、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態から
のシステムアクセスの場合とは異なるリソース割当てを必要とすることがある。ＵＥは、
ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態でｅＮＢと通信することができ、ハンドオーバのために
別のｅＮＢにアクセスすることができる。ランダムアクセスプリアンブルは、異なる情報
、および／またはさらなる情報を含むこともできる。ＵＥは、図３に関して前述したとお
り、Ｉ－ＲＮＴＩを決定することができる。
【００４５】
　あるｅＮＢは、ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを受信することができ、ＰＤＣ
ＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥにランダムアクセス応答を送信することによって、応
答することが可能である（ステップＢ２およびＢ３）。ｅＮＢは、このランダムアクセス
プリアンブルに基づいて、ＵＥのＩ－ＲＮＴＩを決定することができる。一設計では、Ｐ
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ＤＣＣＨは、Ｉ－ＲＮＴＩと、残りの情報をＵＥに送信するのに使用される、ＰＤＳＣＨ
に関するＤＬリソースとを含むメッセージを搬送することができる。一設計では、ＰＤＳ
ＣＨは、Ｃ－ＲＮＴＩ（利用可能な場合）、タイミングアドバンス、ＵＬリソース、ＣＱ
Ｉリソース、ＰＣリソース、ＰＣ補正などを含むメッセージを搬送することができる。ま
た、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で送信されるメッセージは、異なる情報、および
／または他の情報を伝送することもある。
【００４６】
　ｅＮＢは、図３に関して前述したとおり、ＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨを送信すること
ができる。ＵＥは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥに送信されたメッセージを
受信して、復号することができる。これら２つのメッセージを復号した後、ＵＥには、十
分なリソースが構成されており、ＵＥは、ｅＮＢと層３シグナリングおよび／またはデー
タを交換することができる（ステップＢ４）。
【００４７】
　図５は、ランダムアクセス手順５００の設計に関するメッセージフローを示す。ＵＥは
、ランダムＩＤとダウンリンクＣＱＩとを含むことが可能なランダムアクセスプリアンブ
ルを送信することによって、システムにアクセスすることができる（ステップＣ１）。ま
た、ランダムアクセスプリアンブルは、異なる情報、および／またはさらなる情報を含む
こともできる。
【００４８】
　あるｅＮＢは、ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを受信することができ、ＰＤＣ
ＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥにランダムアクセス応答を送信することによって、応
答することができる（ステップＣ２およびＣ３）。一設計では、ＰＤＣＣＨは、受信され
たランダムアクセスプリアンブルのＲＡプリアンブル識別子、タイミングアドバンス、Ｕ
Ｌリソース、ＤＬリソース、および有効なフィールドを含むメッセージを搬送することが
できる。この有効なフィールドは、非同期アクセス応答をサポートすることができ、ラン
ダムアクセス応答が適用可能であるフレームを示すことができる。一設計では、この有効
なフィールドは、２ビットを含むことができ、現在の応答が、現在のフレーム内で送信さ
れたランダムアクセスプリアンブルに関することを示すために００に設定され、現在の応
答が、前のフレーム内で送信されたランダムアクセスプリアンブルに関することを示すた
めに０１に設定されることがある。ビットを節約するのに、ＲＡプリアンブル識別子は、
ＰＤＣＣＨ上で送信されるすべての情報に基づいて生成されたＣＲＣをマスクすることが
できる。一設計では、ＰＤＳＣＨは、Ｃ－ＲＮＴＩ（利用可能な場合）、ＣＱＩリソース
、ＰＣリソース、ＰＣ補正などを含むメッセージを搬送することができる。また、ＰＤＣ
ＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で送信されるメッセージは、異なる情報、および／または他
の情報を搬送することもできる。
【００４９】
　ｅＮＢは、図３に関して前述したとおり、ＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨを送信すること
ができる。ＵＥは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥに送信されたメッセージを
受信して、復号することができる。これら２つのメッセージを復号した後、ＵＥには、十
分なリソースが構成されており、ｅＮＢと層３シグナリングおよび／またはデータを交換
することができる（ステップＣ４）。
【００５０】
　一般に、ランダムアクセスプリアンブルおよびランダムアクセス応答は、任意のサイズ
を有することができる任意のパラメータを含むことができる。一設計では、ランダムアク
セスプリアンブルおよびランダムアクセス応答は、以下に与えられるパラメータを含むこ
とができる。
【００５１】
・ランダムアクセスプリアンブルは、以下を含むことがある。
【００５２】
　　ランダムＩＤ－４ビット
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　　ダウンリンクＣＱＩ－２ビット
・ランダムアクセス応答は、以下を含むことがある。
【００５３】
　　Ｃ－ＲＮＴＩ－１６ビット
　　タイミングアドバンス－８ビット
　　ＣＱＩリソースおよびＰＣリソース－１６ビット
　　ＵＬリソース－リソースブロックＩＤのために７ビット、およびＭＣＳのために５ビ
ット
　　ＣＲＣ－１６ビット（場合により、Ｉ－ＲＮＴＩまたはＲＡプリアンブル識別子でマ
スクされた）
　以上に与えられる設計では、合計で６８ビットは、ランダムアクセス応答に関して送信
されることができる。６８ビットメッセージは、ＰＤＣＣＨ上で効率的に送信するには大
きすぎることがある。ランダムアクセス応答の中の情報を２つの部分に分割して、これら
の部分をＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で送信することによって、向上した効率が、
達せられることがある。一設計では、この２つの部分に関するメッセージは、以下のとお
りであることがある。
【００５４】
・ＰＤＣＣＨ上で送信される部分Ｉに関するメッセージは、以下を含むことが可能である
。
【００５５】
　　タイミングアドバンス－８ビット
　　ＤＬリソース－リソースブロックＩＤのための７ビット
　　ＵＬリソース－リソースブロックＩＤのための７ビット
　　有効性－２ビット
　　ＲＡプリアンブル識別子でマスクされたＣＲＣ－１６ビット
・ＰＤＳＣＨ上で送信される部分ＩＩに関するメッセージは、以下を含むことがある。
【００５６】
　　Ｃ－ＲＮＴＩ－１６ビット
　　ＣＱＩリソース－１６ビット
　　ＰＣリソース－１６ビット
　以上に与えられる設計では、ＤＬリソースおよびＵＬリソースは、リソースブロックＩ
Ｄまたはリソースブロックインデックスによって伝えられる。所定の変調スキーム（例え
ば、ＱＰＳＫ）、および／または所定の符号化スキーム（例えば、符号レート１／３）は
、ＵＬリソースに関して使用されることがある。代替として、ＵＬリソースに関する変調
および符号化は、ＰＤＣＣＨ上、またはＰＤＳＣＨ上で送信されることがある。同様に、
所定の変調スキーム（例えば、ＱＰＳＫ）、および／または所定の符号化スキーム（例え
ば、符号レート１／３）は、ＤＬリソースに関して使用されることがある。代替として、
ＤＬリソースに関する変調および符号化は、ＰＤＣＣＨ上で送信されることがある。ＵＬ
リソースとＤＬリソースの両方に関して、符号レートは、割り当てられたリソースブロッ
クの数に依存することができる。
【００５７】
　以上に与えられる設計では、ＰＤＣＣＨに関する標準メッセージサイズであることがあ
る４０ビットメッセージは、ＰＤＣＣＨ上で送信されることがある。一般に、部分Ｉに関
してＰＤＣＣＨ上で送信されるメッセージは、このメッセージが、ＰＤＣＣＨ上の他のメ
ッセージと同様に送信されることが可能であるように定義されることがある。ランダムア
クセス応答に関する残りの情報は、ＰＤＳＣＨ上で送信されることがある。
【００５８】
　ランダムアクセスプリアンブルおよびランダムアクセス応答に関して送信されることが
ある様々なパラメータに関する特定の設計を、以上に説明してきた。一般に、ランダムア
クセスプリアンブルおよびランダムアクセス応答は、それぞれ任意の適切なサイズを有す
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ることが可能な任意のパラメータセットを含むことができる。
【００５９】
　図６は、ランダムアクセス手順６００の設計に関するメッセージフローを示す。この設
計では、複数のＲＡＣＨは、利用できることがあり、ＵＥは、利用可能なＲＡＣＨの１つ
を使用のためにランダムに選択することができる。各ＲＡＣＨは、異なるＲＡ－ＲＮＴＩ
（ランダムアクセスＲＮＴＩ）に関連することがある。利用可能なＲＡＣＨ、および／ま
たはこれらのＲＡＣＨのＲＡ－ＲＮＴＩは、ブロードキャストチャネルで送信される、ま
たは他の仕方で伝えられることがある。ＵＥは、選択されたＲＡＣＨ上でランダムアクセ
スプリアンブルを送信することによって、システムにアクセスすることができる（ステッ
プＤ１）。ランダムアクセスプリアンブルは、ランダムＩＤ、ダウンリンクＣＱＩ、アク
セスタイプ、他の何らかの情報、または以上の任意の組み合わせを含むことができる。Ｕ
Ｅは、システムアクセス中に、ＲＡプリアンブル識別子と、選択されたＲＡＣＨのＲＡ－
ＲＮＴＩとの組み合わせによって識別されることが可能である。実際、Ｉ－ＲＮＴＩは、
ＲＡプリアンブル識別子およびＲＡ－ＲＮＴＩ（システム時間の代わりに）に基づいて定
義されることがある。
【００６０】
　あるｅＮＢは、ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを受信することができ、ＰＤＣ
ＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥにランダムアクセス応答を送信することによって、応
答することができる（ステップＤ２およびＤ３）。一設計では、ＰＤＣＣＨは、ＲＡ－Ｒ
ＮＴＩと、ＰＤＳＣＨに関するＤＬリソースとを含むメッセージを搬送することができる
。一設計では、ＰＤＳＣＨは、ＲＡプリアンブル識別子、Ｃ－ＲＮＴＩ（利用可能な場合
）、タイミングアドバンス、ＵＬリソース、ＣＱＩリソース、ＰＣリソース、ＰＣ補正な
どを含むメッセージを伝送することができる。また、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上
で送信されるメッセージは、異なる情報、および／または他の情報を伝送することもでき
る。ｅＮＢは、図３に関して前述したとおり、ＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨを送信するこ
とができる。
【００６１】
　ＵＥは、ＰＤＣＣＨ上で送信されたメッセージを受信して、復号することができる。Ｕ
Ｅは、ＰＤＣＣＨ上で送信されたメッセージの中に含まれるＲＡ－ＲＮＴＩに基づいて、
ＰＤＳＣＨ上でＵＥに送信されることが可能なメッセージを認識することができる。次に
、ＵＥは、ＰＤＳＣＨ上で送信されたメッセージを受信して、復号することができる。Ｕ
Ｅは、メッセージの中に含められたＲＡプリアンブル識別子に基づいて、このメッセージ
が、ＵＥにアドレス指定されていることが可能であることを認識することができる。これ
ら２つのメッセージを復号した後、ＵＥには、十分なリソースが構成されており、ｅＮＢ
と層３シグナリングおよび／またはデータを交換することができる（ステップＤ４）。
【００６２】
　図７は、ランダムアクセス手順７００の設計に関するメッセージフローを示す。この設
計では、ＵＥは、ＲＲＣ＿ＮＵＬＬ状態またはＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態にあることがあり、
ランダムアクセスプリアンブルを送信することによってシステムにアクセスすることがで
きる（ステップＥ１）。ランダムアクセスプリアンブルは、ランダムＩＤと、場合により
、ダウンリンクＣＱＩおよび／または他の情報のための１つまたは複数のさらなるビット
とを含むことができる。ＵＥは、図３に関して前述したとおり、Ｉ－ＲＮＴＩを決定する
ことができる。
【００６３】
　あるｅＮＢは、ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを受信することができ、ＰＤＣ
ＣＨ上、および／またはＰＤＳＣＨ上でＵＥにランダムアクセス応答を送信することによ
って、応答することができる（ステップＥ２）。このランダムアクセス応答は、タイミン
グアドバンス、ＵＬリソース、およびＣＲＣを含むことができる。このＣＲＣは、Ｉ－Ｒ
ＮＴＩ（図７に示される）、ＲＡプリアンブル識別子、ＲＡ－ＲＮＴＩ、および／または
他の情報とＸＯＲ演算されて、アドレス指定されているＵＥが識別されることができる。
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また、異なる情報、および／または他の情報は、ステップＥ２で、ＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣ
Ｈ上で送信されることもある。
【００６４】
　次に、ＵＥは、可能な衝突を解決するために、一意ＵＥ　ＩＤで応答することができる
（ステップＥ３）。一意ＵＥ　ＩＤは、国際移動体加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体
加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、国際移動装置ＩＤ（ＩＭＥＩ）、電子通し番号（ＥＳＮ）、移
動装置識別子（ＭＥＩＤ）、ＩＰアドレスなどであることがある。また、一意ＵＥ　ＩＤ
は、ＵＥが所与の区域において既に登録している場合、登録区域ＩＤであることもある。
また、ＵＥは、一意ＵＥ　ＩＤとともに、ダウンリンクＣＱＩ、パイロット測定レポート
などを送信することも可能である。
【００６５】
　ｅＮＢは、この一意ＵＥ　ＩＤに対する一意の「ハンドル」またはポインタを受信する
ことができる。次に、ｅＮＢは、Ｃ－ＲＮＴＩおよび制御チャネルリソースをＵＥに割り
当てることができる。ｅＮＢは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で応答を送信するこ
とができる（ステップＥ４およびＥ５）。一設計では、ＰＤＣＣＨは、Ｉ－ＲＮＴＩと、
ＰＤＳＣＨに関するＤＬリソースとを含むメッセージを伝送することができる。一設計で
は、ＰＤＳＣＨは、一意ＵＥ　ＩＤ、Ｃ－ＲＮＴＩ（割り当てられる場合）、ＣＱＩリソ
ース、ＰＣリソース、ＰＣ補正などを含むメッセージを伝送することができる。また、Ｐ
ＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で送信されるメッセージは、異なる情報、および／また
は他の情報を伝送することもできる。
【００６６】
　ＵＥは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥに送信されたメッセージを受信して
、復号することができる。これら２つのメッセージを復号した後、ＵＥには、十分なリソ
ースが構成されており、ＵＥは、ｅＮＢと層３シグナリングを交換することができる（ス
テップＥ６およびＥ７）。層３シグナリングは、ＵＥの認証のための非アクセス層（ＮＡ
Ｓ）メッセージ、ＵＥとｅＮＢの間の無線リンクの構成、接続管理などを含むことができ
る。ＵＥおよびｅＮＢは、層３シグナリングを完了した後、データを交換することができ
る（ステップＥ８）。
【００６７】
　システムは、データ伝送の信頼性を向上させるため、混成自動再送（ＨＡＲＱ）をサポ
ートすることができる。ＨＡＲＱに関して、送信機は、あるメッセージの伝送を送信する
ことができ、必要とされる場合、そのメッセージが、受信機によって正しく復号されるま
で、または最大回数の再送が送信されるまで、または他の何らかの終了条件に出会うまで
、１回または複数回の再送を送信することができる。メッセージは、パケット、データフ
レーム、データユニット、データブロックなどと呼ばれることもある。メッセージの各伝
送、および各再送は、ＨＡＲＱ伝送と呼ばれることもある。
【００６８】
　図７に示されるとおり、ＨＡＲＱは、ステップＥ３、およびその後に送信されるメッセ
ージに関して使用されることが可能である。送信機は、あるメッセージに関するＨＡＲＱ
伝送を送信することができ、受信機は、このメッセージが正しく復号された場合、ＡＣＫ
を送信することができ、このメッセージが誤って復号された場合、ＮＡＫを送信すること
ができる。割り当てられたＤＬリソース上で送信されるＨＡＲＱ伝送に関して、ＡＣＫま
たはＮＡＫは、この割り当てられたＤＬリソースに関連するＵＬ制御リソース上で送信さ
れることができる。同様に、割り当てられたＵＬリソース上で送信されるＨＡＲＱ伝送に
関して、ＡＣＫまたはＮＡＫは、この割り当てられたＵＬリソースに関連するＤＬ制御リ
ソース上で送信されることができる。このため、ＡＣＫ／ＮＡＫのロケーションは、暗示
的であり、割り当てられたＤＬリソースまたはＵＬリソースに基づいて先行して知られる
ことができる。
【００６９】
　図８は、ランダムアクセス手順８００の設計に関するメッセージフローを示す。この設
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計では、ＵＥは、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態またはＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあるこ
とがあり、Ｃ－ＲＮＴＩがＵＥに既に割り当てられていることがある。ＵＥは、送信され
るべきデータを受け取ったことに応答して、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態から、またはハンドオ
ーバコマンドに応答して、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態から、システムにアクセスす
ることができる。ＵＥは、ランダムＩＤと、場合により、ダウンリンクＣＱＩおよび／ま
たは他の情報のための１つまたは複数のさらなるビットとを含むことができる、ランダム
アクセスプリアンブルを送信することができる（ステップＦ１）。
【００７０】
　あるｅＮＢは、ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを受信することができ、ＰＤＣ
ＣＨ上、および／またはＰＤＳＣＨ上でＵＥにランダムアクセス応答を送信することによ
って、応答することができる（ステップＦ２）。このランダムアクセス応答は、タイミン
グアドバンスと、ＵＬリソースと、ＵＥを識別するためにＩ－ＲＮＴＩ（図８に示される
）、ＲＡプリアンブル識別子、ＲＡ－ＲＮＴＩ、および／または他の情報とＸＯＲ演算さ
れるＣＲＣを含むことができる。また、異なる情報、および／または他の情報が、ステッ
プＦ２で、ＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨ上で送信されることも可能である。
【００７１】
　次に、ＵＥは、ＵＥのＣ－ＲＮＴＩ、ダウンリンクＣＱＩ、パイロット測定レポート、
および／または他の情報をｅＮＢに送信することができる（ステップＦ３）。ｅＮＢは、
ＵＥに、Ｃ－ＲＮＴＩを割り当てる必要はないが、制御チャネルリソースを割り当てるこ
とがある。次に、ｅＮＢは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で応答を送信することが
できる（ステップＦ４およびＦ５）。一設計では、ＰＤＣＣＨは、Ｃ－ＲＮＴＩと、ＰＤ
ＳＣＨに関するＤＬリソースとを含むメッセージを搬送することができる。一設計では、
ＰＤＳＣＨは、ＣＱＩリソース、ＰＣリソース、ＰＣ補正などを含むメッセージを伝送す
ることができる。また、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上で送信されるメッセージは、
異なる情報、および／または他の情報を伝送することもできる。
【００７２】
　ＵＥは、ＰＤＣＣＨ上、およびＰＤＳＣＨ上でＵＥに送信されたメッセージを受信して
、復号することができる。これら２つのメッセージを復号した後、ＵＥには、十分なリソ
ースが構成されており、ＵＥは、ｅＮＢとデータを交換することができる（ステップＦ６
）。ＵＥは、Ｃ－ＲＮＴＩを割り当てられることに先立って、既に認証されているので、
層３シグナリング交換は、省略されることができ、ＵＥおよびｅＮＢは、即時にデータを
交換することができる。
【００７３】
　図８は、ＵＥが割り当てられたＣ－ＲＮＴＩを有さない場合に使用されることもできる
。この場合、登録区域ＩＤ、または他の何らかの識別情報は、Ｃ－ＲＮＴＩの代わりに送
信されることが可能である。
【００７４】
　図９は、ハンドオーバに関するランダムアクセス手順９００の設計に関するメッセージ
フローを示す。この設計では、ＵＥは、ソースｅＮＢと通信していることがあり、ターゲ
ットｅＮＢにハンドオーバされることがある。ＵＥは、ターゲットｅＮＢにアクセスする
のに使用するためのランダムＩＤを、ソースｅＮＢによって割り当てられることがある。
衝突を回避するのに、可能なすべてのランダムＩＤのサブセットは、ハンドオーバのため
に確保されることがあり、ＵＥに割り当てられるランダムＩＤは、この確保されたサブセ
ットから選択されることがある。確保されたランダムＩＤ（または通常のシステムアクセ
スのために使用可能な残りのランダムＩＤ）に関する情報は、すべてのＵＥにブロードキ
ャストされる、または他の仕方でＵＥに知らされることができる。
【００７５】
　ソースｅＮＢは、ＵＥに関するＣ－ＲＮＴＩ、ランダムＩＤ、ＣＱＩリソース、ＰＣリ
ソース、および／または他の情報を、ターゲットｅＮＢに知らせることができる。衝突解
決は、割り当てられたランダムＩＤと、ＵＥのＣ－ＲＮＴＩとの１対１マッピングのため
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、必要ないことがある。このため、ターゲットｅＮＢは、ランダムアクセス手順に先立っ
て、ＵＥに関する該当する情報を有することがある。簡明にするため、図９は、ＵＥとタ
ーゲットｅＮｏｄｅＢの間のランダムアクセス手順を示す。
【００７６】
　ＵＥは、ＵＥに割り当てられたランダムＩＤと、場合により、他の情報とを含むことが
できるランダムアクセスプリアンブルを送信することができる（ステップＧ１）。ターゲ
ットｅＮＢは、このランダムアクセスプリアンブルを受信することができ、ＰＤＣＣＨ上
、および／またはＰＤＳＣＨ上でＵＥにランダムアクセス応答を送信することによって、
応答することができる（ステップＧ２）。このランダムアクセス応答は、タイミングアド
バンスと、ＵＬリソースと、ＵＥのＣ－ＲＮＴＩとＸＯＲ演算されることが可能なＣＲＣ
とを含むことができる。また、異なる情報、および／または他の情報は、ステップＧ２で
、ＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨ上で送信されることもできる。
【００７７】
　ステップＧ２で送信された情報を受信した後、ＵＥには、十分なリソースが構成されて
おり、ＵＥは、ｅＮＢとデータを交換することができる。ＵＥは、ステップＧ２で受信さ
れた情報に関して、層２ＡＣＫを送信することができ、データ、および／または他の情報
を送信することもできる（ステップＧ３）。次に、ｅＮＢは、ＰＤＳＣＨ上でＵＥにデー
タを送信することが可能であり（ステップＧ５）、ＰＤＣＣＨ上でＰＤＳＣＨに関するシ
グナリングを送信することが可能である（ステップＧ４）。
【００７８】
　図９におけるランダムアクセス手順は、初期システムアクセスのために使用されること
もある。例えば、ＵＥは、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態で動作することができ、例えば、着信す
る呼に関して、またはＵＥに利用可能なダウンリンクデータに関して、システムからペー
ジングを受信することができる。このページングは、確保されたサブセットから選択され
ることができる割り当てられたランダムＩＤを含むことができ。
【００７９】
　図３ないし図９は、初期システムアクセス（例えば、ＲＲＣ＿ＮＵＬＬ状態からの）、
アイドルにある間のシステムアクセス（例えば、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態からの）、および
ハンドオーバのためのシステムアクセス（例えば、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態から
の）のために使用されることがある様々なランダムアクセス手順を示す。これらのランダ
ムアクセス手順に関して、ＵＥは、ランダムアクセスプリアンブルを送信することができ
、ｅＮＢは、様々なタイプのリソースを割り当て、さらに／または様々なタイプの情報を
提供することが可能なランダムアクセス応答で応答することができる。一般に、ｅＮＢは
、ＵＥがアップリンク上で迅速に送信させることができるＣ－ＲＮＴＩ、ＵＬリソース、
ＣＱＩリソース、ＰＣリソースなどの任意のリソースを割り当てることができる。また、
ｅＮＢは、ＵＥからのアップリンク伝送を制御するタイミングアドバンス、ＰＣ補正など
の制御情報を送信することもできる。
【００８０】
　図１０は、ＵＥによるシステムアクセスのためのプロセス１０００の設計を示す。ＵＥ
は、システムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを送信することができる（
ブロック１０１２）。このランダムアクセスプリアンブルは、ランダムＩＤ、ダウンリン
クＣＱＩ、アクセスタイプなど、または以上の任意の組み合わせを含むことがあり、ある
いは以上に基づいて決定されることがある。アクセスシーケンスは、利用可能なアクセス
シーケンスのプールからランダムアクセスプリアンブルのために選択されることがある。
選択されたアクセスシーケンスは、ランダムアクセスプリアンブルを伝えるように送信さ
れることがある。
【００８１】
　ＵＥは、ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を
受信することができる（ブロック１０１４）。制御チャネルリソースには、ＵＥによって
アップリンク上でＣＱＩを送信するのに使用されるＣＱＩリソース、ダウンリンク上でＵ
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ＥにＰＣ補正を送信するのに使用されるＰＣリソースなどが含むことができる。また、Ｕ
Ｅは、ランダムアクセス応答から制御情報（例えば、タイミングアドバンスおよび／また
はＰＣ補正）、ＵＬリソース、Ｃ－ＲＮＴＩなどを受信することもできる（ブロック１０
１６）。ＵＥは、共有データチャネル（例えば、ＰＤＳＣＨ）に関する制御チャネル（例
えば、ＰＤＣＣＨ）上でランダムアクセス応答に関する第１のメッセージを受信すること
ができ、共有データチャネル上でランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを受信
することができる。第１のメッセージは、ランダムアクセスプリアンブルに関する識別情
報、共有データチャネルに関するＤＬリソースなどを含むことができる。第２のメッセー
ジは、割り当てられた制御チャネルリソース、制御情報、ＵＬリソース、Ｃ－ＲＮＴＩな
どを含むことができる。また、ランダムアクセス応答は、他の仕方で送信されることもあ
る。ＵＥは、割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換することが
できる（ブロック１０１８）。また、ＵＥは、割り当てられたアップリンクリソースを使
用して、データを送信することもできる（ブロック１０２０）。
【００８２】
　図１１は、ＵＥのための装置１１００の設計を示す。装置１１００は、システムアクセ
スのためにランダムアクセスプリアンブルを送信するための手段（モジュール１１１２）
と、ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を受信す
るための手段（モジュール１１１４）と、ランダムアクセス応答から制御情報、ＵＬリソ
ース、Ｃ－ＲＮＴＩなどを受け取るための手段（モジュール１１１６）と、割り当てられ
た制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換するための手段（モジュール１１１８
）と、割り当てられたアップリンクリソースを使用してデータを送信するための手段（モ
ジュール１１２０）と、を含む。
【００８３】
　図１２は、システムアクセスをサポートするのに、基地局、例えば、ｅＮＢによって実
行されるプロセス１２００の設計を示す。基地局は、システムアクセスのためにＵＥによ
って送信されたランダムアクセスプリアンブルを受信することができる（ブロック１２１
２）。基地局は、ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソース（例えば、ＣＱＩリソース
、ＰＣリソースなど）を備えるランダムアクセス応答を送信することができる（ブロック
１２１４）。また、基地局は、ランダムアクセス応答の中で制御情報（例えば、タイミン
グアドバンスおよび／またはＰＣ補正）、ＵＬリソース、Ｃ－ＲＮＴＩなどを送信するこ
ともできる（ブロック１２１６）。基地局は、割り当てられた制御チャネルリソースを使
用して、ＵＥと制御情報を交換することができる（ブロック１２１８）。また、基地局は
、割り当てられたアップリンクリソースを介して、ＵＥからデータを受信することもでき
る（ブロック１２２０）。
【００８４】
　図１３は、基地局のための装置１３００の設計を示す。装置１３００は、システムアク
セスのためにＵＥによって送信されたランダムアクセスプリアンブルを受信するための手
段（モジュール１３１２）と、ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるラン
ダムアクセス応答を送信するための手段（モジュール１３１４）と、ランダムアクセス応
答の中で制御情報、ＵＬリソース、Ｃ－ＲＮＴＩなどを送信するための手段（モジュール
１３１６）と、割り当てられた制御チャネルリソースを使用して、ＵＥと制御情報を交換
するための手段（モジュール１３１８）と、割り当てられたアップリンクリソースを介し
てＵＥからデータを受信するための手段（モジュール１３２０）と、を含む。
【００８５】
　図１４は、ＵＥによるシステムアクセスのためのプロセス１４００の設計を示す。ＵＥ
は、システムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを送信することができ、こ
のランダムアクセスプリアンブルは、識別情報を備える（ブロック１４１２）。ＵＥは、
基地局からランダムアクセス応答を受信することができ、このランダムアクセス応答は、
ランダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、識別情報に基づいて、ランダムア
クセスプリアンブルに対処する（ブロック１４１４）。この識別情報は、ランダムＩＤお
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よび／または他の何らかの情報を備えることが可能である。このランダムアクセス応答は
、一時ＩＤ（例えば、Ｉ－ＲＮＴＩ）、ＲＡプリアンブル識別子、Ｃ－ＲＮＴＩ、および
／または識別情報に関連する、または識別情報から導き出された他の何らかのＩＤを備え
ることが可能である。ＵＥは、ランダムアクセスプリアンブルが送信された所定の時間窓
内でランダムアクセス応答を受信することができる。
【００８６】
　ＵＥは、この識別情報として使用するために、ランダムＩＤを選択することができる。
また、ＵＥは、確保されたランダムＩＤのプールから選択されることができ、ランダムＩ
Ｄを直接に、または間接的に割り当てられることもできる。例えば、ＵＥは、選択された
ランダムＩＤ、およびＣＱＩなどのさらなる情報に基づいて決定されたランダムアクセス
プリアンブルまたはアクセスシーケンスを割り当てられることがある。ＵＥは、ランダム
ＩＤ、およびさらなる情報、例えば、ダウンリンクＣＱＩ、アクセスタイプなどに基づい
て、ランダムアクセスプリアンブルを決定することができる。ＵＥは、ランダムＩＤに基
づいて形成された一時ＩＤ（例えば、Ｉ－ＲＮＴＩ）、ランダムＩＤに基づいて決定され
たＲＡプリアンブル識別子、ＵＥに割り当てられ、ランダムＩＤに関連するＣ－ＲＮＴＩ
、および／またはランダムアクセス応答からの他の何らかのＩＤを受信することができる
。
【００８７】
　図６に示される設計に関して、ＵＥは、複数の利用可能なランダムアクセスチャネルの
中から選択されたランダムアクセスチャネル上でランダムアクセスプリアンブルを送信す
ることができる。ＵＥは、共有データチャネルに関する制御チャネル上でランダムアクセ
ス応答に関する第１のメッセージを受信することができ、第１のメッセージは、選択され
たランダムアクセスチャネルに関するＲＡ－ＲＮＴＩを含む。ＵＥは、共有データチャネ
ル上でランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを受信することができ、第２のメ
ッセージは、ランダムアクセスプリアンブル識別子を含む。
【００８８】
　図１５は、ＵＥのための装置１５００の設計を示す。装置１５００は、システムアクセ
スのためにランダムアクセスプリアンブルを送信するための手段（モジュール１５１２）
を含み、このランダムアクセスプリアンブルは、識別情報を備え、さらに、基地局からラ
ンダムアクセス応答を受信するための手段（モジュール１５１４）を含み、このランダム
アクセス応答は、ランダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、識別情報に基づ
いて、ランダムアクセスプリアンブルをアドレス指定する。
【００８９】
　図１６は、システムアクセスをサポートするのに基地局によって実行されるプロセス１
６００の設計を示す。基地局は、システムアクセスのためにＵＥによって送信されたラン
ダムアクセスプリアンブルを受信することができ、このランダムアクセスプリアンブルは
、識別情報を備える（ブロック１６１２）。基地局は、ＵＥにランダムアクセス応答を送
信することができ、このランダムアクセス応答は、ランダムアクセスプリアンブルに対し
て非同期であり、識別情報に基づいて、ランダムアクセスプリアンブルをアドレス指定す
る（ブロック１６１４）。この識別情報は、ランダムＩＤおよび／または他の情報を備え
ることができる。ランダムアクセス応答は、一時ＩＤ（例えば、Ｉ－ＲＮＴＩ）、ＲＡプ
リアンブル識別子、Ｃ－ＲＮＴＩ、および／または識別情報に関連する、または識別情報
から導き出された他の何らかのＩＤを備えることができる。
【００９０】
　図１７は、基地局のための装置１７００の設計を示す。装置１７００は、システムアク
セスのためにＵＥによって送信されたランダムアクセスプリアンブルを受信するための手
段（モジュール１７１２）を含み、このランダムアクセスプリアンブルは、識別情報を備
え、さらに、ＵＥにランダムアクセス応答を送信するための手段（モジュール１７１４）
を含み、このランダムアクセス応答は、ランダムアクセスプリアンブルに対して非同期で
あり、識別情報に基づいて、ランダムアクセスプリアンブルをアドレス指定する。
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【００９１】
　図１８は、ハンドオーバ中のＵＥによるシステムアクセスのためのプロセス１８００の
設計を示す。ＵＥは、第１の／ソース基地局と通信することができる（ブロック１８１２
）。ＵＥは、第１の基地局から第２の／ターゲット基地局へのハンドオーバのためにラン
ダムＩＤを直接に、または間接的に受信することができる（ブロック１８１４）。ＵＥは
、第１の基地局から、このランダムＩＤを受信することができ、このランダムＩＤは、確
保されたランダムＩＤのプールから選択される。また、ＵＥは、第１の基地局によって選
択されたランダムＩＤと、ＣＱＩなどのさらなる情報とから構成されたランダムアクセス
プリアンブル／アクセスシーケンスを割り当てられることがある。ＵＥは、第２の基地局
にアクセスするためにこのランダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを送信す
ることでき、このランダムＩＤは、ＵＥを識別するのに使用される（ブロック１８１６）
。ＵＥは、ＵＬリソース、タイミングアドバンスなどを備えるランダムアクセス応答を受
信することができる（ブロック１８１８）。ＵＥは、ＵＥに割り当てられたＣ－ＲＮＴＩ
でマスクされたＣＲＣに基づいて、このランダムアクセス応答がＵＥを宛先とすることを
特定することができる。ＵＥは、このランダムアクセス応答を受信した後、第２の基地局
とデータを交換することができる（ブロック１８２０）。
【００９２】
　図１９は、ＵＥのための装置１９００の設計を示す。装置１９００は、第１の／ソース
基地局と通信するための手段（モジュール１９１２）と、第１の基地局から第２の／ター
ゲット基地局へのＵＥのハンドオーバのためにランダムＩＤを受信するための手段（モジ
ュール１９１４）と、ＵＥを識別するのに使用される、このランダムＩＤを備えるランダ
ムアクセスプリアンブルを第２の基地局に送信するための手段（モジュール１９１６）と
、ＵＬリソース、タイミングアドバンスなどを備えるランダムアクセス応答を受信するた
めの手段（モジュール１９１８）と、ＵＥに割り当てられたＣ－ＲＮＴＩでマスクされた
ＣＲＣに基づいて、ランダムアクセス応答がＵＥを宛先としていることを特定するための
手段と、ランダムアクセス応答を受信した後、第２の基地局とデータを交換するための手
段（モジュール１９２０）と、を含む。
【００９３】
　図２０は、ハンドオーバ中のシステムアクセスをサポートするのにターゲット基地局に
よって実行されるプロセス２０００の設計を示す。ターゲット基地局は、ソース基地局か
らターゲット基地局へのハンドオーバのためにＵＥに割り当てられたランダムＩＤを、ソ
ース基地局から受信することができる（ブロック２０１２）。また、ターゲット基地局は
、ソース基地局から、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＣＱＩリソース、ＰＣリソースなどの、ＵＥに関す
る他の情報を受信することもできる。ターゲット基地局は、ＵＥから、このランダムＩＤ
を備えるランダムアクセスプリアンブルを受信することが可能である（ブロック２０１４
）。ターゲット基地局は、ランダムＩＤに基づいて、このランダムアクセスプリアンブル
がＵＥからであることを識別することが可能である（ブロック２０１６）。ターゲット基
地局は、ＵＬリソース、タイミングアドバンス、Ｃ－ＲＮＴＩでマスクされたＣＲＣなど
を含むランダムアクセス応答を、ＵＥに送信することが可能である（ブロック２０１８）
。ターゲット基地局は、ランダムアクセス応答を送信した後、ＵＥとデータを交換するこ
とができる（ブロック２０２０）。
【００９４】
　図２１は、ターゲット基地局のための装置２１００の設計を示す。装置２１００は、ソ
ース基地局からターゲット基地局へのハンドオーバのためにＵＥに割り当てられたランダ
ムＩＤを、ソース基地局から受信するための手段（モジュール２１１２）と、ＵＥから、
このランダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを受信するための手段（モジュ
ール２１１４）と、ランダムＩＤに基づいて、このランダムアクセスプリアンブルがＵＥ
からであることを識別するための手段（モジュール２１１６）と、ＵＬリソース、タイミ
ングアドバンス、Ｃ－ＲＮＴＩでマスクされたＣＲＣなどを含むランダムアクセス応答を
、ＵＥに送信するための手段（モジュール２１１８）と、ランダムアクセス応答を送信し
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た後、ＵＥとデータを交換するための手段（モジュール２１２０）とを含む。
【００９５】
　図２２は、ＵＥによるシステムアクセスのためのプロセス２２００の設計を示す。ＵＥ
は、基地局にアクセスするためにランダムアクセスプリアンブルを送信することができる
（ブロック２２１２）。ＵＥは、基地局からランダムアクセス応答を受信することができ
る（ブロック２２１４）。ランダムアクセス応答は、タイミングアドバンス、ＵＬリソー
スなどを含むことができる。ＵＥは、ＵＥの一意ＩＤを備える第１のメッセージを基地局
に送信することができる（ブロック２２１６）。この一意ＩＤは、ＩＭＳＩ、ＴＭＳＩ、
Ｃ－ＲＮＴＩ、登録区域ＩＤ、またはＵＥに割り当てられた他の何らかのＩＤであること
がある。ＵＥは、この一意ＩＤに基づいて、ＵＥにアドレス指定された第２のメッセージ
を、基地局から受信することができる（ブロック２２１８）。第２のメッセージは、ＣＱ
Ｉリソース、ＰＣリソースなどを含むことができる。ＵＥは、第２のメッセージを送信し
た後、基地局とシグナリングおよび／またはデータを交換することができる（ブロック２
２２０）。
【００９６】
　ＵＥは、ランダムアクセスプリアンブルを送信することに先立ってアイドル状態で動作
することができ、ランダムアクセスプリアンブルを送信して、アイドル状態から活性状態
に遷移することができる。ＵＥは、図８に示されるように、第２のメッセージを受信した
後、基地局と層３シグナリングを交換することができ、層３シグナリング交換を完了した
後、基地局とデータを交換することができる。
【００９７】
　ＵＥは、基地局へのハンドオーバを実行するランダムアクセスプリアンブルを送信する
ことができる。ＵＥは、第１のメッセージの中でＵＥのＣ－ＲＮＴＩを送信することがで
き、第２のメッセージから制御チャネルリソースを受信することができる。ＵＥは、図９
に示されるように、第２のメッセージを受信した後、基地局とデータを交換することがで
きる。
【００９８】
　ランダムアクセスプリアンブルおよびランダムアクセス応答は、ＨＡＲＱなしに送信さ
れることがある。第１のメッセージ、および第２のメッセージは、図８および図９に示さ
れるとおり、ＨＡＲＱを伴って送信されることがある。
【００９９】
　図２３は、ＵＥのための装置２３００の設計を示す。装置２３００は、基地局にアクセ
スするランダムアクセスプリアンブルを送信するための手段（モジュール２３１２）と、
基地局からランダムアクセス応答を受信するための手段（モジュール２４１４）と、ＵＥ
の一意ＩＤを備える第１のメッセージを基地局に送信するための手段（モジュール２３１
６）と、この一意ＩＤに基づいて、ＵＥにアドレス指定された第２のメッセージを基地局
から受信するための手段（モジュール２３２８）と、第２のメッセージを送信した後、基
地局とシグナリングおよび／またはデータを交換するための手段（モジュール２３２０）
と、を含む。
【０１００】
　図２４は、システムアクセスをサポートするのに基地局によって実行されるプロセス２
４００の設計を示す。基地局は、基地局にアクセスするのにＵＥによって送信されたラン
ダムアクセスプリアンブルを受信することができる（ブロック２４１２）。基地局は、ラ
ンダムアクセス応答をＵＥに送信することができる（ブロック２４１４）。基地局は、Ｕ
Ｅの一意ＩＤを備える第１のメッセージを受信することができる（ブロック２４１６）。
基地局は、この一意ＩＤに基づいて、ＵＥにアドレス指定された第２のメッセージを送信
することが可能である（ブロック２４１８）。基地局は、第２のメッセージを送信した後
、ＵＥとシグナリングおよび／またはデータを交換することができる（ブロック２４２０
）。
【０１０１】
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　図２５は、基地局のための装置２５００の設計を示す。装置２５００は、基地局にアク
セスするのにＵＥによって送信されるランダムアクセスプリアンブルを受信するための手
段（モジュール２５１２）と、ランダムアクセス応答をＵＥに送信するための手段（モジ
ュール２５１４）と、ＵＥの一意ＩＤを備える第１のメッセージを受信するための手段（
モジュール２５１６）と、この一意ＩＤに基づいて、ＵＥにアドレス指定された第２のメ
ッセージを送信するための手段（モジュール２５１８）と、第２のメッセージを送信した
後、ＵＥとシグナリングおよび／またはデータを交換するための手段（モジュール２５２
０）と、を含む。
【０１０２】
　図１１、図１３、図１５、図１７、図１９、図２１、図２３、および図２５におけるモ
ジュールは、プロセッサ、エレクトロニクス装置、ハードウェア装置、エレクトロニクス
構成要素、論理回路、メモリなど、または以上の任意の組み合わせを備えることが可能で
ある。
【０１０３】
　当業者は、情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれを使用して表現さ
れることも可能であることを理解するであろう。例えば、以上の説明の全体にわたって言
及されることが可能なデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、および
チップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁気粒子、光の場または粒子、または以上の
任意の組み合わせによって表現されることが可能である。
【０１０４】
　本明細書における開示に関連して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア
、あるいはその両方の組み合わせとして実施されてもよいことが、当業者にはさらに理解
されよう。ハードウェアとソフトウェアの、この互換性を明確に示すのに、様々な例示的
な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップは、概ね機能の点で以上に説
明されてきた。そのような機能が、ハードウェアとして実施されるか、ソフトウェアとし
て実施されるかは、全体的なシステムに課される特定の応用上の制約、および設計上の制
約に依存する。当業者は、説明される機能を、それぞれの特定の応用例に関して、様々な
仕方で実施することができるが、そのような実施上の決定が本開示の範囲からの逸脱を生
じさせるものと解釈されてはならない。
【０１０５】
　本明細書における開示に関連して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレー（ＦＰＧＡ）もしくは他
のプログラミング可能なロジックデバイス、ディスクリートのゲートもしくはトランジス
タロジック、ディスクリートのハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明される機
能を実行するように設計された以上の任意の組み合わせを使用して、実施される、または
実行されることがある。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであることがあるが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態マシンであってもよい。また、プロセッサは、コンピューティングデバイ
スの組み合わせとして、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイ
クロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または他
の任意のそのような構成として実施されることもある。
【０１０６】
　本明細書における開示に関連して説明される方法またはアルゴリズムのステップは、ハ
ードウェアにおいて直接に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにお
いて、またはこの２つの組み合わせで実施されることがある。ソフトウェアモジュールは
、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメ
モリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルなディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技
術分野で知られている他の任意の形態の記憶媒体の中に存在することがある。例示的な記
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情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体は
、プロセッサと一体化されていてもよい。プロセッサと記憶媒体は、ＡＳＩＣの中に存在
することが可能である。このＡＳＩＣは、端末装置内に存在することが可能である。代替
として、プロセッサと記憶媒体は、端末装置内のディスクリートの構成要素として存在し
てもよい。
【０１０７】
　１つまたは複数の例示的な設計では、説明される機能は、ハードウェアにおいて、ソフ
トウェアにおいて、ファームウェアにおいて、または以上の任意の組み合わせにおいて実
施されることが可能である。ソフトウェアにおいて実施される場合、これらの機能は、１
つまたは複数の命令もしくはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されること、
またはコンピュータ可読媒体を介して伝送されることが可能である。コンピュータ可読媒
体には、コンピュータ記憶媒体と、１つの場所から別の場所にコンピュータプログラムを
転送することを円滑にする任意の媒体を含む通信媒体とがともに含まれる。記憶媒体は、
汎用コンピュータまたは専用コンピュータがアクセスすることができる任意の利用可能な
媒体であることが可能である。例として、限定としてではなく、そのようなコンピュータ
可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクスト
レージ、磁気ディスクストレージ、または他の磁気記憶装置、あるいは命令またはデータ
構造の形態で所望されるプログラムコード手段を伝送する、または記憶するのに使用され
ることが可能であるとともに、汎用コンピュータもしくは専用コンピュータ、または汎用
プロセッサもしくは専用プロセッサがアクセスすることができる他の任意の媒体を備える
ことがある。また、任意の接続は、コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳＬ（ディジタル加入
者線）、あるいは赤外線、電波、およびマイクロ波などの無線技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他の遠隔ソースから伝送される場合、このとき、この同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳＬ、あるいは赤外線、電波、およびマイクロ波な
どの無線技術が媒体の定義に含められる。本明細書で使用されるディスク（disk）および
ディスク（disc）には、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、
光ディスク、ディジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク、およびブルーレイディスクが含まれ、ここで、ディスク（disk）が、通常、データ
を磁気的に再現するのに対して、ディスク（disc）は、レーザーを使用してデータを光学
的に再現する。また、以上の媒体の組み合わせも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含め
られなければならない。
【０１０８】
　本開示の以上の説明は、任意の当業者が、本開示を作成する、または使用することを可
能にするように提供される。本開示に対する様々な変形は、当業者には直ちに明白となり
、本明細書において規定される一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲を逸脱すること
なく、他の変種に適用されることが可能である。このため、本開示は、本明細書で説明さ
れる例および設計に限定されることを意図しておらず、本明細書において開示される原理
および新規な特徴と合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　ユーザ装置（ＵＥ）によってシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアン
ブルを送信し、
　　　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥに関するタイミング
アドバンスと、前記ＵＥによって送信された前記ランダムアクセスプリアンブルのランダ
ムアクセス（ＲＡ）プリアンブル識別子とを備えるランダムアクセス応答を受信し、
　　　前記タイミングアドバンスに基づいて、前記ＵＥの送信タイミングを調整し、
　　　前記ランダムアクセス応答の中で伝えられた前記割り当てられたアップリンクリソ
ースを使用して、かつ、前記ＵＥの前記調整された送信タイミングに基づいて、アップリ
ンク伝送を送信する
　　ように構成された少なくとも１つのプロセッサであって、前記少なくとも１つのプロ
セッサは、さらに、
　　　共有データチャネルに関する制御チャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する
第１のメッセージを受信し、
　　　前記共有データチャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージ
を受信する
　　ように構成され、前記第１のメッセージは、前記ランダムアクセスプリアンブルに関
する識別情報または前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するために使用されたラン
ダムアクセスチャネルと、前記共有データチャネルに関するダウンリンクリソースと、さ
らなる情報とを備え、前記第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられたアップリンク
リソースを備える、少なくとも１つのプロセッサと、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ランダム識別子（ＩＤ）、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）、およびアクセスタイプの少なくとも１つに基づいて、前記ランダムアクセスプリ
アンブルを決定するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で制御情報を受信
するように構成され、前記制御情報は、電力制御（ＰＣ）補正を備える請求項１に記載の
装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中でセル無線網一時
識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を受信するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに割り
当てられたアップリンクリソースを受信し、前記割り当てられたアップリンクリソースを
使用してデータを送信するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、利用可能なアクセスシーケンスのプールから前記
ランダムアクセスプリアンブルに関するアクセスシーケンスを選択し、前記ランダムアク
セスプリアンブルを伝えるために前記選択されたアクセスシーケンスを送信するように構
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成される請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　　ユーザ装置（ＵＥ）によってシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブ
ルを送信することと、
　　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥに関するタイミングア
ドバンスと、前記ＵＥによって送信された前記ランダムアクセスプリアンブルのランダム
アクセス（ＲＡ）プリアンブル識別子とを備えるランダムアクセス応答を受信することと
、
　　前記タイミングアドバンスに基づいて、前記ＵＥの送信タイミングを調整することと
、
　　前記ランダムアクセス応答の中で伝えられた前記割り当てられたアップリンクリソー
スを使用して、かつ、前記ＵＥの前記調整された送信タイミングに基づいて、アップリン
ク伝送を送信することと
　を備え、前記ランダムアクセス応答を受信することは、
　　共有データチャネルに関する制御チャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信することであって、前記第１のメッセージは、前記ランダムアクセ
スプリアンブルに関する識別情報または前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するた
めに使用されたランダムアクセスチャネルと、前記共有データチャネルに関するダウンリ
ンクリソースと、さらなる情報とを備える、第１のメッセージを受信することと、
　　前記共有データチャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信することであって、前記第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられたアップリン
クリソースを備える、第２のメッセージを受信することと
　を備える、無線通信のための方法。
【請求項８】
　　ユーザ装置（ＵＥ）によってシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブ
ルを送信するための手段と、
　　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥに関するタイミングア
ドバンスと、前記ＵＥによって送信された前記ランダムアクセスプリアンブルのランダム
アクセス（ＲＡ）プリアンブル識別子とを備えるランダムアクセス応答を受信するための
手段と、
　　前記タイミングアドバンスに基づいて、前記ＵＥの送信タイミングを調整するための
手段と、
　　前記ランダムアクセス応答の中で伝えられた前記割り当てられたアップリンクリソー
スを使用して、かつ、前記ＵＥの前記調整された送信タイミングに基づいて、アップリン
ク伝送を送信するための手段と
　を備え、前記ランダムアクセス応答を受信するための手段は、
　　共有データチャネルに関する制御チャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信するための手段であって、前記第１のメッセージは、前記ランダム
アクセスプリアンブルに関する識別情報または前記ランダムアクセスプリアンブルを送信
するために使用されたランダムアクセスチャネルと、前記共有データチャネルに関するダ
ウンリンクリソースと、さらなる情報とを備える、第１のメッセージを受信するための手
段と、
　　前記共有データチャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信するための手段であって、前記第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられたアッ
プリンクリソースを備える、第２のメッセージを受信するための手段と
　を備える、無線通信のための装置。
【請求項９】
　マシンによって実行されると、
　　ユーザ装置（ＵＥ）によってシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブ
ルを送信することと、
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　　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥに関するタイミングア
ドバンスと、前記ＵＥによって送信された前記ランダムアクセスプリアンブルのランダム
アクセス（ＲＡ）プリアンブル識別子とを備えるランダムアクセス応答を受信することと
、
　　前記タイミングアドバンスに基づいて、前記ＵＥの送信タイミングを調整することと
、
　　前記ランダムアクセス応答の中で伝えられた前記割り当てられたリソースを使用して
、かつ、前記ＵＥの前記調整された送信タイミングに基づいて、アップリンク伝送を送信
することと、
　　共有データチャネルに関する制御チャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信することであって、前記第１のメッセージは、前記ランダムアクセ
スプリアンブルに関する識別情報または前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するた
めに使用されたランダムアクセスチャネルと、前記共有データチャネルに関するダウンリ
ンクリソースと、さらなる情報とを備える、第１のメッセージを受信することと、
　　前記共有データチャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信することであって、前記第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられたアップリン
クリソースを備える、第２のメッセージを受信することと
　を含む動作を前記マシンに実行させる命令を備えるマシン可読媒体。
【請求項１０】
　　システムアクセスのためにユーザ装置（ＵＥ）によって送信されたランダムアクセス
プリアンブルを受信し、
　　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥに関するタイミングア
ドバンスと、前記ＵＥによって送信された前記ランダムアクセスプリアンブルのランダム
アクセス（ＲＡ）プリアンブル識別子とを備えるランダムアクセス応答を送信し、
　　前記ランダムアクセス応答の中で伝えられた前記割り当てられたリソースを使用して
、かつ、前記タイミングアドバンスによって調整された前記ＵＥの送信タイミングに基づ
いて、前記ＵＥによって送信されたアップリンク伝送を受信する
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサであって、前記少なくとも１つのプロセ
ッサは、
　　共有データチャネルに関する制御チャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを送信し、
　　前記共有データチャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
送信する
　ように構成され、前記第１のメッセージは、前記ランダムアクセスプリアンブルに関す
る識別情報または前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するために使用されたランダ
ムアクセスチャネルと、前記共有データチャネルに関するダウンリンクリソースと、さら
なる情報とを備え、前記第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリ
ソースを備える、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項１１】
　ユーザ装置（ＵＥ）によってシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブル
を送信し、基地局からランダムアクセス応答を受信するように構成され、前記ランダムア
クセスプリアンブルは、識別情報を備え、前記ランダムアクセス応答は、前記ランダムア
クセスプリアンブルに対して非同期であり、かつ、不定の遅延を有し、前記ランダムアク
セス応答は、前記識別情報に基づいて前記ランダムアクセスプリアンブルをアドレス指定
する、少なくとも１つのプロセッサであって、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　複数の利用可能なランダムアクセスチャネルの中から選択されたランダムアクセスチ
ャネルで前記ランダムアクセスプリアンブルを送信し、ここで、前記利用可能なランダム
アクセスチャネルの各々は、異なるランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ
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）に関連し、
　　共有データチャネルに関する制御チャネルで前記ランダムアクセス応答に関する第１
のメッセージを受信し、
　　前記共有データチャネルで前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを受
信する
　ように構成され、前記第１のメッセージは、前記選択されたランダムアクセスチャネル
に対する一意のランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）と、前記共有デー
タチャネルに関するダウンリンクリソースとを備え、前記第２のメッセージは、前記識別
情報を含むランダムアクセスプリアンブル識別子を備える、少なくとも１つのプロセッサ
と、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセスプリアンブルが送信された
時点から、所定の時間窓内に前記ランダムアクセス応答を受信するように構成される請求
項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するためのランダム識別
子（ＩＤ）を選択し、前記ランダムＩＤに基づいて形成された一時ＩＤを備える前記ラン
ダムアクセス応答を受信するように構成される請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記一時ＩＤは、前記ランダムアクセスプリアンブルが送信された時点のシステム時間
にさらに基づいて形成される請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するためのランダム識別
子（ＩＤ）を選択し、前記ランダムＩＤおよびさらなる情報に基づいて、前記ランダムア
クセスプリアンブルを決定し、前記ランダムアクセスプリアンブルのランダムアクセスプ
リアンブル識別子を備える前記ランダムアクセス応答を受信するように構成される請求項
１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するための割り当てられ
たランダム識別子（ＩＤ）を受信し、前記割り当てられたランダムＩＤを備える前記ラン
ダムアクセスプリアンブルを送信し、前記割り当てられたランダムＩＤに関連するセルア
クセス無線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記ランダムアクセス応答を受信する
ように構成され、前記割り当てられたランダムＩＤは、確保されたランダムＩＤのプール
から選択される請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　　ユーザ装置（ＵＥ）によってシステムアクセスのために識別情報を備えるランダムア
クセスプリアンブルを送信することと、
　　基地局からランダムアクセス応答を受信することであって、前記ランダムアクセス応
答は、前記ランダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、かつ、不定の遅延を有
し、前記ランダムアクセス応答は、前記識別情報に基づいて前記ランダムアクセスプリア
ンブルをアドレス指定する、ランダムアクセス応答を受信することと
　を備え、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信することは、複数の利用可能なラン
ダムアクセスチャネルの中から選択されたランダムアクセスチャネルで前記ランダムアク
セスプリアンブルを送信することを備え、前記利用可能なランダムアクセスチャネルの各
々は、異なるランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）に関連し、前記ラン
ダムアクセス応答を受信することは、共有データチャネルに関する制御チャネルで前記ラ
ンダムアクセス応答に関する第１のメッセージを受信することと、前記共有データチャネ
ルで前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを受信することとを備え、前記
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第１のメッセージは、前記選択されたランダムアクセスチャネルに対する一意のランダム
アクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）と、前記共有データチャネルに関するダウ
ンリンクリソースとを備え、前記第２のメッセージは、前記識別情報を含むランダムアク
セスプリアンブル識別子を備える、無線通信のための方法。
【請求項１８】
　前記識別情報として使用するためのランダム識別子（ＩＤ）を獲得することをさらに備
え、前記ランダムアクセス応答は、前記ランダムＩＤに基づいて形成された一時ＩＤを備
える請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　　システムアクセスのためにユーザ装置（ＵＥ）によって送信されたランダムアクセス
プリアンブルを受信し、前記ＵＥにランダムアクセス応答を送信するように構成され、前
記ランダムアクセスプリアンブルは、識別情報を備え、前記ランダムアクセス応答は、前
記ランダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、かつ、不定の遅延を有し、前記
ランダムアクセス応答は、前記識別情報に基づいて前記ランダムアクセスプリアンブルを
アドレス指定する、少なくとも１つのプロセッサであって、前記少なくとも１つのプロセ
ッサは、
　　　複数の利用可能なランダムアクセスチャネルの中から選択されたランダムアクセス
チャネルで、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信し、前記利用可能なランダムアク
セスチャネルの各々は、異なるランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）に
関連し、
　　　共有データチャネルに関する制御チャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する
第１のメッセージを受信し、
　　　前記共有データチャネルで、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージ
を受信する
　　ように構成され、前記第１のメッセージは、前記選択されたランダムアクセスチャネ
ルに対する一意のランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）と、前記共有デ
ータチャネルに関するダウンリンクリソースとを備え、前記第２のメッセージは、前記識
別情報を含むランダムアクセスプリアンブル識別子を備える、少なくとも１つのプロセッ
サと、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用されるランダム識別子（
ＩＤ）を前記ランダムアクセスプリアンブルから受信し、前記ランダムＩＤに基づいて一
時ＩＤを決定し、前記一時ＩＤを備える前記ランダムアクセス応答を送信するように構成
される請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　　　ユーザ装置（ＵＥ）によって第１の基地局と通信し、
　　　前記第１の基地局から第２の基地局への前記ＵＥのハンドオーバに使用するために
、前記第１の基地局から、ランダム識別子（ＩＤ）を受信し、
　　　前記ハンドオーバのために前記第２の基地局にアクセスするために、前記ＵＥによ
って、前記ランダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを送信する
　　ように構成された少なくとも１つのプロセッサであって、前記ランダムＩＤは、前記
ハンドオーバのために前記ＵＥを識別するのに使用され、前記ＵＥは、さらに、前記第１
の基地局によって選択された前記ランダムＩＤと、チャネル品質指標（ＣＱＩ）を含むさ
らなる情報とから構成されたランダムアクセスプリアンブル／アクセスシーケンスを割り
当てられる、少なくとも１つのプロセッサと、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項２２】
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局から前記ランダムＩＤを受信す
るように構成され、前記ランダムＩＤは確保されたランダムＩＤのプールから選択される
請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソース
と、前記ＵＥの送信タイミングを調整するタイミングアドバンスとのうちの少なくとも１
つを備えるランダムアクセス応答を受信するように構成される請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥに割り当てられたセル無線網一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）でマスクされた巡回冗長検査（ＣＲＣ）を備えるランダムアクセス応答
を受信するように構成される請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答を受信した後、前記第
２の基地局とデータを交換するように構成される請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　　ユーザ装置（ＵＥ）によって第１の基地局と通信することと、
　　前記第１の基地局から第２の基地局への前記ＵＥのハンドオーバに使用するために、
前記第１の基地局から、ランダム識別子（ＩＤ）を受信することと、
　　前記ハンドオーバのために前記第２の基地局にアクセスするために、前記ＵＥによっ
て、前記ランダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを送信することであって、
前記ランダムＩＤは、前記ハンドオーバのために前記ＵＥを識別するために使用される、
送信することと
　を備え、前記ＵＥは、さらに、前記第１の基地局によって選択された前記ランダムＩＤ
と、チャネル品質指標（ＣＱＩ）を含むさらなる情報とから構成されたランダムアクセス
プリアンブル／アクセスシーケンスを割り当てられる、無線通信のための方法。
【請求項２７】
　前記ランダムＩＤを受信することは、前記第１の基地局から、確保されたランダムＩＤ
のプールから選択された前記ランダムＩＤを受信することを備える請求項２６に記載の方
法。
【請求項２８】
　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥの送信タイミングを調整
するタイミングアドバンスとのうちの少なくとも１つを備えるランダムアクセス応答を受
信することをさらに備える請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　　　第１の基地局から第２の基地局へのハンドオーバに使用するためにユーザ装置（Ｕ
Ｅ）に割り当てられたランダム識別子（ＩＤ）を前記第１の基地局から受信し、
　　　前記ハンドオーバのために前記第２の基地局にアクセスするために、前記ＵＥによ
って送信された前記ランダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを受信し、
　　　前記ランダムＩＤに基づいて、前記ランダムアクセスプリアンブルが前記ハンドオ
ーバのための前記ＵＥからのものであることを識別し、
　　　前記ＵＥにランダムアクセス応答を送信する
　　ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに関す
るアップリンクリソースとタイミングアドバンスとのうちの少なくとも１つを送信するよ
うに構成される請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
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　　前記第１の基地局から、前記ＵＥのセル無線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を受信し
、
　　前記ランダムアクセス応答に関する巡回冗長検査（ＣＲＣ）を生成し、
　　前記Ｃ－ＲＮＴＩで前記ＣＲＣをマスクし、
　　前記ＵＥに前記ランダムアクセス応答の中で前記マスクされたＣＲＣを送信する
　ように構成される請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　　　基地局のためにユーザ装置（ＵＥ）の一意識別子（ＩＤ）を決定し、ここで、前記
一意ＩＤは、前記基地局と通信している任意の他のＵＥに割り当てられていないものであ
り、
　　　前記基地局にアクセスするために前記ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを送
信し、ここで、前記一意ＩＤは、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信することに先
立って前記ＵＥにおいて利用可能であり、
　　　前記基地局からランダムアクセス応答を受信し、
　　　前記ＵＥの前記一意ＩＤを備える第１のメッセージを前記基地局に送信し、
　　　前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにアドレス指定された第２のメッセージを前記基
地局から受信する
　　ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、国際移動体加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体
加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割
り当てられた登録区域ＩＤの少なくとも１つに基づいて、前記ＵＥの前記一意ＩＤを決定
するように構成される請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中でタイミングアド
バンスとアップリンクリソースとのうちの少なくとも１つを受信し、前記第２のメッセー
ジの中でチャネル品質指標（ＣＱＩ）リソースと電力制御（ＰＣ）リソースとのうちの少
なくとも１つを受信するように構成される請求項３２に記載の装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するこ
とに先立ってアイドル状態で動作し、前記アイドル状態から活性状態に遷移するために前
記ランダムアクセスプリアンブルを送信するように構成される請求項３２に記載の装置。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のメッセージを受信した後、前記基地局
と層３シグナリングを交換し、前記層３シグナリング交換を完了した後、前記基地局とデ
ータを交換するように構成される請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局へのハンドオーバを実行するために前
記ランダムアクセスプリアンブルを送信し、前記ＵＥの前記一意ＩＤとしてセル無線網一
時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記第１のメッセージを送信し、前記第２のメッセー
ジの中で前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースを受信し、前記第２のメッセー
ジを受信した後、前記基地局にアップリンク伝送を送信するように構成される請求項３２
に記載の装置。
【請求項３８】
　前記ランダムアクセスプリアンブルおよび前記ランダムアクセス応答は、混成自動再送
（ＨＡＲＱ）なしに送信され、前記第１のメッセージおよび前記第２のメッセージは、Ｈ
ＡＲＱを伴って送信される請求項３２に記載の装置。
【請求項３９】
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　　基地局のためにユーザ装置（ＵＥ）の一意識別子（ＩＤ）を決定することであって、
前記一意ＩＤは、前記基地局と通信している任意の他のＵＥに割り当てられていないもの
である、一意識別子（ＩＤ）を決定することと、
　　前記基地局にアクセスするために前記ＵＥからランダムアクセスプリアンブルを送信
することであって、前記一意ＩＤは、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信すること
に先立って前記ＵＥにおいて利用可能である、ランダムアクセスプリアンブルを送信する
ことと、
　　前記基地局からランダムアクセス応答を受信することと、
　　前記ＵＥの前記一意ＩＤを備える第１のメッセージを前記基地局に送信することと、
　　前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにアドレス指定された第２のメッセージを前記基地
局から受信することと
　を備える無線通信のための方法。
【請求項４０】
　前記一意ＩＤを決定することは、
　　国際移動体加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線
網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割り当てられた登録区域ＩＤの少なく
とも１つに基づいて、前記ＵＥの前記一意ＩＤを決定すること
　を備える請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記ランダムアクセスプリアンブルは、前記基地局へのハンドオーバを実行するために
送信され、前記ＵＥの前記一意ＩＤは、前記ＵＥに割り当てられたセル無線網一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備え、
　　前記第２のメッセージの中で、前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースを受
信することと、
　　前記第２のメッセージを受信した後、前記基地局にアップリンク伝送を送信すること
と
　をさらに備える請求項３９に記載の方法。
【請求項４２】
　　　基地局にアクセスするためにユーザ装置（ＵＥ）によって送信されたランダムアク
セスプリアンブルを受信し、
　　　前記ＵＥにランダムアクセス応答を送信し、
　　　前記ＵＥの一意識別子（ＩＤ）を備える第１のメッセージを受信し、ここで、前記
一意ＩＤは、前記基地局と通信している任意の他のＵＥに割り当てられていないものであ
り、かつ、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信することに先立って前記ＵＥにおい
て利用可能であり、
　　　前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにアドレス指定された第２のメッセージを送信す
る
　　ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える無線通信のための装置。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥの前記一意ＩＤとして、国際移動体加入
者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網一時識別子（Ｃ－
ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割り当てられた登録区域ＩＤの少なくとも１つを受信する
ように構成される請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局へのハンドオーバのために前記ＵＥか
ら前記ランダムアクセスプリアンブルを受信し、前記ＵＥの前記一意ＩＤとして、セル無
線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記第１のメッセージを受信し、前記第２のメ
ッセージの中で、前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースを送信し、前記第２の
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メッセージを送信した後、前記ＵＥからアップリンク伝送を受信するように構成される請
求項４２に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　本開示の以上の説明は、任意の当業者が、本開示を作成する、または使用することを可
能にするように提供される。本開示に対する様々な変形は、当業者には直ちに明白となり
、本明細書において規定される一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲を逸脱すること
なく、他の変種に適用されることが可能である。このため、本開示は、本明細書で説明さ
れる例および設計に限定されることを意図しておらず、本明細書において開示される原理
および新規な特徴と合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　なお、以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信し、前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答
を受信し、前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換するよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ２］
　前記割り当てられた制御チャネルリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でチャ
ネル品質指標（ＣＱＩ）を送信するために使用されるＣＱＩリソースと、前記ＵＥにダウ
ンリンク上で電力制御（ＰＣ）補正を送信するために使用されるＰＣリソースの少なくと
もいずれか１つを備えるＣ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前
記ランダムアクセス応答に関する第１のメッセージを受信し、前記共有データチャネル上
で前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを受信するように構成され、前記
第１のメッセージは、前記ランダムアクセスプリアンブルに関する識別情報を備え、前記
第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備えるＣ１
に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ランダム識別子（ＩＤ）、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）、およびアクセスタイプの少なくとも１つに基づいて、前記ランダムアクセスプリ
アンブルを決定するように構成されるＣ１に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で制御情報を受信
するように構成され、前記制御情報は、タイミングアドバンスとＰＣ（電力制御）補正の
少なくともいずれか１つを備えるＣ１に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中でセル無線網一時
識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を受信するように構成されるＣ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに割り
当てられたアップリンクリソースを受信し、前記割り当てられたアップリンクリソースを
使用してデータを送信するように構成されるＣ１に記載の装置。
［Ｃ８］
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、利用可能なアクセスシーケンスのプールから前記
ランダムアクセスプリアンブルに関するアクセスシーケンスを選択し、前記ランダムアク
セスプリアンブルを伝えるために前記選択されたアクセスシーケンスを送信するように構
成されるＣ１に記載の装置。
［Ｃ９］
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信すること、
　前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を受信
すること、および
　前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換すること、
　を備える無線通信のための方法。
［Ｃ１０］
　前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースに関して、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）と電力制御（ＰＣ）リソースの少なくともいずれか１つを受信することをさらに備
え、前記ＣＱＩリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でＣＱＩを送信するために
使用され、前記ＰＣリソースは、前記ＵＥにダウンリンク上でＰＣ補正を送信するために
使用されるＣ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ランダムアクセス応答を前記受信することは、
　共有データチャネルに関する制御チャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信すること、前記第１のメッセージは前記ランダムアクセスプリアン
ブルに関する識別情報を備える、および
　前記共有データチャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信すること、前記第２のメッセージは前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソ
ースを備える、
　を備えるＣ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信するための手段と、
　前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を受信
するための手段と、
　前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換するための手段と
、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ１３］
　前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースに関して、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）と電力制御（ＰＣ）リソースの少なくともいずれか１つを受信するための手段をさ
らに備え、前記ＣＱＩリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でＣＱＩを送信する
ために使用され、前記ＰＣリソースは、前記ＵＥにダウンリンク上でＰＣ補正を送信する
ために使用されるＣ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記ランダムアクセス応答を受信するための前記手段は、
　共有データチャネルに関する制御チャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信するための手段と、前記ランダムアクセスプリアンブルに関する識
別情報を備える、
　前記共有データチャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信するための手段と、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備える、
　を備えるＣ１２に記載の装置。
［Ｃ１５］
　マシンによって実行されると、
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　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信すること、
　前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダムアクセス応答を受信
すること、および
　前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して制御情報を交換すること、を含む
動作を前記マシンに実行させる命令を備えるマシン可読媒体。
［Ｃ１６］
　マシンによって実行されると、
　前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースに関して、チャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）と電力制御（ＰＣ）リソースの少なくともいずれか１つを受信すること、前記ＣＱ
Ｉリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でＣＱＩを送信するのに使用される、前
記ＰＣリソースは、前記ＵＥにダウンリンク上でＰＣ補正を送信するのに使用される、を
さらに含む動作を前記マシンに実行させるＣ１５に記載のマシン可読媒体。
［Ｃ１７］
　マシンによって実行されると、
　共有データチャネルに関する制御チャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信すること、前記第１のメッセージは前記ランダムアクセスプリアン
ブルに関する識別情報を備える、および
　前記共有データチャネル上で、前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを
受信すること、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備える、をさらに
含む動作を前記マシンに実行させるＣ１５に記載のマシン可読媒体。
［Ｃ１８］
　システムアクセスのためにユーザ装置（ＵＥ）によって送信されたランダムアクセスプ
リアンブルを受信し、前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを備えるランダム
アクセス応答を送信し、前記割り当てられた制御チャネルリソースを使用して、前記ＵＥ
と制御情報を交換するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ１９］
　前記割り当てられた制御チャネルリソースは、前記ＵＥによってアップリンク上でチャ
ネル品質指標（ＣＱＩ）を送信するのに使用されるＣＱＩリソースと、前記ＵＥにダウン
リンク上で電力制御（ＰＣ）補正を送信するのに使用されるＰＣリソースの少なくともい
ずれか１つを備えるＣ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前
記ランダムアクセス応答に関する第１のメッセージを送信し、前記共有データチャネル上
で前記ランダムアクセス応答に関する第２のメッセージを送信するように構成され、前記
第１のメッセージは、前記ランダムアクセスプリアンブルに関する識別情報を備え、前記
第２のメッセージは、前記ＵＥに割り当てられた前記制御チャネルリソースを備えるＣ１
８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのためにランダムアクセスプリアンブルを
送信し、基地局からランダムアクセス応答を受信するように構成され、前記ランダムアク
セスプリアンブルは識別情報を備え、前記ランダムアクセス応答は前記ランダムアクセス
プリアンブルに対して非同期であり、前記識別情報に基づいて前記ランダムアクセスプリ
アンブルをアドレス指定する、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセスプリアンブルが送信された
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時点から、所定の時間窓内に前記ランダムアクセス応答を受信するように構成されるＣ２
１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するためのランダム識別
子（ＩＤ）を選択し、前記ランダムＩＤに基づいて形成された一時ＩＤを備える前記ラン
ダムアクセス応答を受信するように構成されるＣ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記一時ＩＤは、前記ランダムアクセスプリアンブルが送信された時点のシステム時間
にさらに基づいて形成されるＣ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するためのランダム識別
子（ＩＤ）を選択し、前記ランダムＩＤおよびさらなる情報に基づいて、前記ランダムア
クセスプリアンブルを決定し、前記ランダムアクセスプリアンブルのランダムアクセスプ
リアンブル識別子を備える前記ランダムアクセス応答を受信するように構成されるＣ２１
に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、複数の利用可能なランダムアクセスチャネルの中
から選択されたランダムアクセスチャネル上で前記ランダムアクセスプリアンブルを送信
し、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信し、前記共有データチャネル上で前記ランダムアクセス応答に関す
る第２のメッセージを受信するように構成され、前記第１のメッセージは、前記選択され
たランダムアクセスチャネルに関するランダムアクセスネットワーク一時識別子（ＲＡ－
ＲＮＴＩ）を備え、前記第２のメッセージは、前記識別情報を含むランダムアクセスプリ
アンブル識別子を備えるＣ２１に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用するための割り当てられ
たランダム識別子（ＩＤ）を受信し、前記割り当てられたランダムＩＤを備える前記ラン
ダムアクセスプリアンブルを送信し、前記割り当てられたランダムＩＤに関連するセルア
クセス無線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記ランダムアクセス応答を受信する
ように構成され、前記割り当てられたランダムＩＤは、確保されたランダムＩＤのプール
から選択されるＣ２１に記載の装置。
［Ｃ２８］
　ユーザ装置（ＵＥ）によるシステムアクセスのために、識別情報を備えるランダムアク
セスプリアンブルを送信すること、および、
　基地局からランダムアクセス応答を受信すること、前記ランダムアクセス応答は前記ラ
ンダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、前記識別情報に基づいてアドレス指
定する、
　を備えた無線通信のための方法。
［Ｃ２９］
　前記識別情報として使用するためのランダムＩＤ（識別子）を獲得することをさらに備
え、ここで前記ランダムアクセス応答は、前記ランダムＩＤに基づいて形成された一時Ｉ
Ｄを備えるＣ２８に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記ランダムアクセスプリアンブルを前記送信することは、複数の利用可能なランダム
アクセスチャネルの中から選択されたランダムアクセスチャネル上で前記ランダムアクセ
スプリアンブルを送信することを備え、ここで前記ランダムアクセス応答を受信すること
は、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを受信すること、および前記共有データチャネル上で前記ランダムアクセ
ス応答に関する第２のメッセージを受信することを備え、前記第１のメッセージは、前記
選択されたランダムアクセスチャネルのランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮ
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ＴＩ）を備え、前記第２のメッセージは、前記識別情報を含むランダムアクセスプリアン
ブル識別子を備えるＣ２８に記載の方法。
［Ｃ３１］
　システムアクセスのためにユーザ装置（ＵＥ）によって送信されたランダムアクセスプ
リアンブルを受信し、前記ＵＥにランダムアクセス応答を送信するように構成され、前記
ランダムアクセスプリアンブルは識別情報を備え、前記ランダムアクセス応答は前記ラン
ダムアクセスプリアンブルに対して非同期であり、前記識別情報に基づいて前記ランダム
アクセスプリアンブルにアドレス指定する、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ３２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記識別情報として使用されるランダム識別子（
ＩＤ）を前記ランダムアクセスプリアンブルから受信し、前記ランダムＩＤに基づいて一
時ＩＤを決定し、前記一時ＩＤを備える前記ランダムアクセス応答を送信するように構成
されるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、複数の利用可能なランダムアクセスチャネルの中
から選択されたランダムアクセスチャネル上で前記ランダムアクセスプリアンブルを受信
し、共有データチャネルに関する制御チャネル上で前記ランダムアクセス応答に関する第
１のメッセージを送信し、前記共有データチャネル上で前記ランダムアクセス応答に関す
る第２のメッセージを送信するように構成され、前記第１のメッセージは、前記選択され
たランダムアクセスチャネルのランダムアクセス無線網一時識別子（ＲＡ－ＲＮＴＩ）を
備え、前記第２のメッセージは、前記識別情報を含むランダムアクセスプリアンブル識別
子を備えるＣ３１に記載の装置。
［Ｃ３４］
　第１の基地局と通信し、前記第１の基地局から第２の基地局へのユーザ装置（ＵＥ）の
ハンドオーバのためにランダム識別子（ＩＤ）を受信し、前記第２の基地局にアクセスす
るように、前記ＵＥを識別するのに使用される前記ランダムＩＤを備えるランダムアクセ
スプリアンブルを送信するように構成され、前記ランダムＩＤは前記ＵＥを識別するのに
使用される、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ３５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局から前記ランダムＩＤを受信す
るように構成され、前記ランダムＩＤは確保されたランダムＩＤのプールから選択される
Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソース
と、前記ＵＥの送信タイミングを調整するタイミングアドバンスの少なくともいずれか１
つを備えるランダムアクセス応答を受信するように構成されるＣ３４に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥに割り当てられたセル無線網一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）でマスクされた巡回冗長検査（ＣＲＣ）を備えるランダムアクセス応答
を受信するように構成されるＣ３４に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答を受信した後、前記第
２の基地局とデータを交換するように構成されるＣ３６に記載の装置。
［Ｃ３９］
　第１の基地局と通信すること、
　前記第１の基地局から第２の基地局へのＵＥ（ユーザ装置）のハンドオーバのためにラ
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ンダムＩＤ（識別子）を受信すること、および
　前記第２の基地局にアクセスするように、前記ＵＥを識別するのに使用される前記ラン
ダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを送信すること、前記ランダムＩＤは前
記ＵＥを識別するために使用される、
　を備える無線通信のための方法。
［Ｃ４０］
　前記ランダムＩＤを前記受信することは、前記第１の基地局から、確保されたランダム
ＩＤのプールから選択された前記ランダムＩＤを受信することを備えるＣ３９に記載の方
法。
［Ｃ４１］
　前記ＵＥに割り当てられたアップリンクリソースと、前記ＵＥの送信タイミングを調整
するタイミングアドバンスの少なくともいずれか１つを備えるランダムアクセス応答を受
信することをさらに備えるＣ３９に記載の方法。
［Ｃ４２］
　第１の基地局から、前記第１の基地局から第２の基地局へのハンドオーバのためにユー
ザ装置（ＵＥ）に割り当てられたランダム識別子（ＩＤ）を受信し、前記ＵＥから、前記
ランダムＩＤを備えるランダムアクセスプリアンブルを受信し、前記ランダムＩＤに基づ
いて、前記ランダムアクセスプリアンブルが前記ＵＥからであることを識別し、前記ＵＥ
にランダムアクセス応答を送信するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに関す
るアップリンクリソースとタイミングアドバンスの少なくともいずれかを１つ送信するよ
うに構成されるＣ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の基地局から、前記ＵＥのセル無線網一
時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を受信し、前記ランダムアクセス応答に関する巡回冗長検査（
ＣＲＣ）を生成し、前記Ｃ－ＲＮＴＩで前記ＣＲＣをマスクし、前記マスクされたＣＲＣ
を前記ランダムアクセス応答の中で前記ＵＥに送信するように構成されるＣ４２に記載の
装置。
［Ｃ４５］
　基地局にアクセスするようにユーザ装置（ＵＥ）からランダムアクセスプリアンブルを
送信し、前記基地局からランダムアクセス応答を受信し、前記ＵＥの一意識別子（ＩＤ）
を備える第１のメッセージを前記基地局に送信し、前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにア
ドレス指定された第２のメッセージを前記基地局から受信するように構成された少なくと
も１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ４６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、国際移動体加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体
加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割
り当てられた登録区域ＩＤの少なくとも１つに基づいて、前記ＵＥの前記一意ＩＤを決定
するように構成されるＣ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセス応答の中でタイミングアド
バンスとアップリンクリソースの少なくともいずれか１つを受信し、前記第２のメッセー
ジの中でチャネル品質指標（ＣＱＩ）リソースと電力制御（ＰＣ）リソースの少なくとも
いずれか１つを受信するように構成されるＣ４５に記載の装置。
［Ｃ４８］
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するこ
とに先立ってアイドル状態で動作し、前記アイドル状態から活性状態に遷移するように前
記ランダムアクセスプリアンブルを送信するように構成されるＣ４５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のメッセージを受信した後、前記基地局
と層３シグナリングを交換し、前記層３シグナリング交換を完了した後、前記基地局とデ
ータを交換するように構成されるＣ４８に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局へのハンドオーバを実行するように前
記ランダムアクセスプリアンブルを送信し、前記ＵＥの前記一意ＩＤとしてセル無線網一
時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記第１のメッセージを送信し、前記第２のメッセー
ジの中で前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを受信し、前記第２のメッセー
ジを受信した後、前記基地局とデータを交換するように構成されるＣ４５に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記ランダムアクセスプリアンブルおよび前記ランダムアクセス応答は、混成自動再送
（ＨＡＲＱ）なしに送信され、ここで前記第１のメッセージ、および前記第２のメッセー
ジは、ＨＡＲＱを伴って送信されるＣ４５に記載の装置。
［Ｃ５２］
　基地局にアクセスするようにユーザ装置（ＵＥ）からランダムアクセスプリアンブルを
送信すること、
　前記基地局からランダムアクセス応答を受信すること、
　前記基地局に、前記ＵＥの一意識別子（ＩＤ）を備える第１のメッセージを送信するこ
と、および
　前記基地局から、前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにアドレス指定された第２のメッセ
ージを受信することを備える無線通信のための方法。
［Ｃ５３］
　国際移動体加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網
一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割り当てられた登録区域ＩＤの少なくと
も１つに基づいて、前記ＵＥの前記一意ＩＤを決定することをさらに備えるＣ５２に記載
の方法。
［Ｃ５４］
　前記ランダムアクセスプリアンブルは、前記基地局へのハンドオーバを実行するように
送信され、前記ＵＥの前記一意ＩＤは、前記ＵＥに割り当てられたセル無線網一時識別子
（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備え、前記方法は、
　前記第２のメッセージの中で、前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを受信
すること、および
　前記第２のメッセージを受信した後、前記基地局とデータを交換することをさらに備え
るＣ５２に記載の方法。
［Ｃ５５］
　基地局にアクセスするようにＵＥ（ユーザ装置）によって送信されたランダムアクセス
プリアンブルを受信し、前記ＵＥにランダムアクセス応答を送信し、前記ＵＥの一意識別
子（ＩＤ）を備える第１のメッセージを受信し、前記一意ＩＤに基づいて前記ＵＥにアド
レス指定された第２のメッセージを送信するように構成された少なくとも１つのプロセッ
サと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線通信のための装置。
［Ｃ５６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥの前記一意ＩＤとして、国際移動体加入
者ＩＤ（ＩＭＳＩ）、一時移動体加入者ＩＤ（ＴＭＳＩ）、セル無線網一時識別子（Ｃ－
ＲＮＴＩ）、および前記ＵＥに割り当てられた登録区域ＩＤの少なくとも１つを受信する
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ように構成されるＣ５５に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局へのハンドオーバのために前記ＵＥか
ら前記ランダムアクセスプリアンブルを受信し、前記ＵＥの前記一意ＩＤとして、セル無
線網一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を備える前記第１のメッセージを受信し、前記第２のメ
ッセージの中で、前記ＵＥに関して前記ＵＥに割り当てられた制御チャネルリソースを送
信し、前記第２のメッセージを送信した後、前記ＵＥよデータを交換するように構成され
るＣ５５に記載の装置。
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